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11．介護予防・日常生活支援総合事業・介護保険サービスについて 

（１）日常生活支援総合事業の認知度・利用状況 

介護保険の要介護（要支援）認定を受けなくても、基本チェックリスト（２５項目）により

事業対象者として特定された場合は、市で実施している通所型サービスや訪問型サービス等

を利用できることを知っていましたか。（どちらかの番号に○） 

事業対象者として特定された場合、市で実施している通所型サービスや訪問型サービス等

を利用できることを「知っている」と回答した割合について、一般高齢者では 13.0％、事業

対象者・要支援認定者では 29.2％にとどまっています。 

■ 一般高齢者調査（n＝5,546）             ■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614） 

 

 

以下のサービスについて利用したことがありますか。また、名称や内容を知っていましたか。 

① 訪問型元気応援サービス(生活支援コース) 

訪問型元気応援サービス(生活支援コース)を「利用したことがある」と回答した割合につ

いて、事業対象者・要支援認定者、「軽度」要介護認定者では約 10％、「内容を知っていた」

と回答した割合は約 12％となっています。 

●利用したことがありますか 

■ 一般高齢者調査（n＝5,546）             ■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614） 

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584）   

知っていた

13.0%

知らなかった

79.9%

無回答

7.1%

利用したことがある

（利用している）

0.4%

利用したことがない

83.4%

無回答

16.2%

利用したことがある

（利用している）

10.2%

利用したことがない

65.1%

無回答

24.7%

知っていた

29.2%

知らなかった

54.7%

無回答

16.0%

利用したことがある

（利用している）

9.7%

利用したことがない

56.6%

無回答

33.7%
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●名称を知っていましたか 

■ 一般高齢者調査（n＝5,546）             ■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614） 

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 

 

●内容を知っていましたか 

■ 一般高齢者調査（n＝5,546）             ■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614） 

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584）   

知っていた

13.1%

知らなかった

70.8%

無回答

16.1%

知っていた

13.4%

知らなかった

57.8%

無回答

28.9%

知っていた

10.7%

知らなかった

76.1%

無回答

13.2%

知っていた

12.1%

知らなかった

60.6%

無回答

27.3%

知っていた

15.2%

知らなかった

47.1%

無回答

37.6%

知っていた

12.9%

知らなかった

51.2%

無回答

35.8%
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② 訪問型元気応援サービス(困りごとコース) 

訪問型元気応援サービス(困りごとコース)を「利用したことがある」と回答した割合につ

いて、要支援認定者、「軽度」要介護認定者では約２％、「内容を知っていた」と回答した割

合は約７％となっています。 

●利用したことがありますか 

■ 一般高齢者調査（n＝5,546）             ■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614） 

  

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 

 

●名称を知っていましたか 

■ 一般高齢者調査（n＝5,546）             ■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614） 

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584）   

利用したことがある

（利用している）

0.1%

利用したことがない

82.7%

無回答

17.3%

利用したことがある

（利用している）

2.3%

利用したことがない

67.8%

無回答

29.9%

知っていた

8.6%

知らなかった

74.5%

無回答

16.9%

知っていた

8.3%

知らなかった

60.9%

無回答

30.8%

利用したことがある

（利用している）

2.4%

利用したことがない

57.6%

無回答

40.1%

知っていた

8.3%

知らなかった

50.8%

無回答

40.9%
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●内容を知っていましたか 

■ 一般高齢者調査（n＝5,546）             ■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614） 

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 

 

③ 短期集中予防サービス(いきいきトレーニング) 

短期集中予防サービス(いきいきトレーニング)を「利用したことがある」と回答した割合

について、事業対象者・要支援認定者では、約８％、「軽度」要介護認定者では 4.3％となっ

ており、内容を知っていたと回答した割合は約８％となっています。 

 

●利用したことがありますか 

■ 一般高齢者調査（n＝5,546）             ■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614） 

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584）   

知っていた

7.2%

知らなかった

78.7%

無回答

14.1%

知っていた

6.9%

知らなかった

62.8%

無回答

30.2%

利用したことがある

（利用している）

0.3%

利用したことがない

82.5%

無回答

17.2%

利用したことがある

（利用している）

4.3%

利用したことがない

66.1%

無回答

29.6%

知っていた

6.6%

知らなかった

54.5%

無回答

38.9%

利用したことがある

（利用している）

7.9%

利用したことがない

55.4%

無回答

36.7%
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●名称を知っていましたか 

■ 一般高齢者調査（n＝5,546）             ■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614） 

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 

 

●内容を知っていましたか 

■ 一般高齢者調査（n＝5,546）             ■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614） 

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

   

知っていた

6.5%

知らなかった

76.3%

無回答

17.2%

知っていた

8.0%

知らなかった

60.9%

無回答

31.1%

知っていた

5.4%

知らなかった

80.9%

無回答

13.8%

知っていた

7.3%

知らなかった

63.8%

無回答

29.0%

知っていた

10.0%

知らなかった

51.2%

無回答

38.7%

知っていた

8.4%

知らなかった

55.5%

無回答

36.1%
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（２）介護保険サービスの認知度・利用状況 

あなたは、介護保険サービス等を利用していますか。（どちらかの番号に○） 

介護保険サービス等を「利用している」と回答した割合について、事業対象者・要支援認

定者では 47.5％、「軽度」要介護認定者では 65.0％、「重度」要介護認定者では 76.6％とな

っています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 
 
■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 

 

介護保険サービス等を利用していると回答した方のみ、お答えください。 

次のような在宅サービスを利用していますか。（あてはまるすべての番号に○） 

介護保険サービス等を「利用している」と回答した方のうち、在宅サービスの利用状況に

ついては次の通りとなっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=766）  
利用している

47.5%
利用していない

34.7%

無回答

17.8%

利用している

76.6%

利用していない

9.0%

無回答

14.5%

18.4%

34.5%

4.6%

1.4%

30.7%

3.9%

2.6%

0.1%

2.6%

1.0%

0.5%

2.7%

1.6%

1.3%

28.1%

15.9%

14.4%

2.9%

1.4%

2.0%

3.0%

2.5%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

訪問型サービス（制度改正前のホームヘルプサービスに相当）

通所型サービス（制度改正前のデイサービスに相当）

訪問看護

訪問入浴介護

通所リハビリテーション（デイケア）

訪問リハビリテーション

短期入所（ショートステイ）

認知症対応型通所介護

訪問診療（医師の訪問）

訪問診療（歯科医師の訪問）

小規模多機能型居宅介護

医師による療養上の指導（居宅療養管理指導）

歯科医師や歯科衛生士による療養上の指導（居宅療養管理指導）

薬剤師による療養上の指導（居宅療養管理指導）

福祉用具貸与

福祉用具購入

住宅改修

訪問型元気応援サービス（生活支援コース・困りごとコース）

通所型短期集中予防サービス

通所型元気応援くらぶ（住民主体の通いの場）

その他

無回答

利用している

65.0%

利用していない

13.2%

無回答

21.8%
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■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,029） 

 
 
■ 「重度」要介護認定者調査（n=588）  

21.6%

50.4%

11.1%

6.9%

31.9%

5.2%

15.4%

1.7%

10.1%

6.4%

1.9%

5.1%

4.5%

1.7%

41.1%

22.0%

19.6%

1.7%

0.6%

0.6%

2.7%

0.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

訪問型サービス（制度改正前のホームヘルプサービスに相当）

通所型サービス（制度改正前のデイサービスに相当）

訪問看護

訪問入浴介護

通所リハビリテーション（デイケア）

訪問リハビリテーション

短期入所（ショートステイ）

認知症対応型通所介護

訪問診療（医師の訪問）

訪問診療（歯科医師の訪問）

小規模多機能型居宅介護

医師による療養上の指導（居宅療養管理指導）

歯科医師や歯科衛生士による療養上の指導（居宅療養管理指導）

薬剤師による療養上の指導（居宅療養管理指導）

福祉用具貸与

福祉用具購入

住宅改修

訪問型元気応援サービス（生活支援コース・困りごとコース）

通所型短期集中予防サービス

通所型元気応援くらぶ（住民主体の通いの場）

その他

無回答

20.1%

40.8%

24.1%

15.1%

25.7%

13.3%

27.2%

2.0%

24.3%

19.2%

5.4%

10.2%

9.5%

3.9%

60.5%

28.6%

22.3%

0.7%

0.0%

0.0%

4.9%

1.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

訪問型サービス（制度改正前のホームヘルプサービスに相当）

通所型サービス（制度改正前のデイサービスに相当）

訪問看護

訪問入浴介護

通所リハビリテーション（デイケア）

訪問リハビリテーション

短期入所（ショートステイ）

認知症対応型通所介護

訪問診療（医師の訪問）

訪問診療（歯科医師の訪問）

小規模多機能型居宅介護

医師による療養上の指導（居宅療養管理指導）

歯科医師や歯科衛生士による療養上の指導（居宅療養管理指導）

薬剤師による療養上の指導（居宅療養管理指導）

福祉用具貸与

福祉用具購入

住宅改修

訪問型元気応援サービス（生活支援コース・困りごとコース）

通所型短期集中予防サービス

通所型元気応援くらぶ（住民主体の通いの場）

その他

無回答
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介護保険サービス等を利用していると回答した方のみ、お答えください。 

介護保険サービス等を利用したことにより、あなたの生活に具体的にどのような変化があり

ましたか。（あてはまるすべての番号に○） 

介護保険サービス等を利用したことによりもたらされた変化として、「体調が良くなった」

「精神的ストレスが減った」「外出する機会が増えた」が多く挙げられています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=766） 

 
 
■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,029） 

 
 
■ 「重度」要介護認定者調査（n=588）  

30.3%

29.6%

26.0%

23.8%

22.1%

20.0%

10.6%

2.7%

2.2%

2.0%

1.0%

0.9%

0.3%

5.9%

0.0% 25.0% 50.0%

体調が良くなった

精神的ストレスが減った

意欲が出てきた

外出する機会が増えた

特に変化はない

自分で身の回りのことができるようになった

家族に対する気兼ねが減った

その他

外出する機会が減った

精神的ストレスが増えた

自分で身の回りのことをしなくなった

家族に対する気兼ねが増えた

意欲がなくなった

無回答

31.1%

28.0%

25.5%

23.1%

21.6%

16.9%

13.6%

3.7%

3.6%

3.0%

2.9%

1.9%

1.4%

5.1%

0.0% 25.0% 50.0%

外出する機会が増えた

体調が良くなった

精神的ストレスが減った

意欲が出てきた

特に変化はない

自分で身の回りのことができるようになった

家族に対する気兼ねが減った

その他

自分で身の回りのことをしなくなった

外出する機会が減った

精神的ストレスが増えた

家族に対する気兼ねが増えた

意欲がなくなった

無回答

28.4%

23.3%

22.4%

20.2%

17.7%

17.7%

12.9%

9.9%

4.4%

3.9%

3.7%

3.1%

1.9%

4.4%

0.0% 25.0% 50.0%

体調が良くなった

外出する機会が増えた

特に変化はない

精神的ストレスが減った

意欲が出てきた

家族に対する気兼ねが減った

自分で身の回りのことができるようになった

自分で身の回りのことをしなくなった

その他

精神的ストレスが増えた

外出する機会が減った

意欲がなくなった

家族に対する気兼ねが増えた

無回答
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介護保険サービス等を利用していないと回答した方のみ、お答えください。 

あなたがどのサービスも利用していない理由を教えてください。（あてはまるすべての番号

に○） 

介護保険サービス等を利用していない理由として、事業対象者・要支援認定者、「軽度」

要介護認定者では「自分でまだできるから」が最も多く、次いで「家族等の介護で十分だか

ら」となっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=560） 

 
 
■ 「軽度」要介護認定者調査（n=209） 

 
 
■ 「重度」要介護認定者調査（n=69）  

63.9%

13.8%

8.8%

7.9%

7.0%

6.8%

6.8%

4.5%

2.5%

0.9%

10.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

自分でまだできるから

家族等の介護で十分だから

わからない

特にない

利用料の負担が大きいから

利用したいサービスがないから

その他

他人に介護されるのが嫌だから

介護保険以外のサービスを利用しているから

病院に入院しているから

無回答

42.6%

26.8%

18.2%

12.4%

8.6%

8.1%

5.7%

3.8%

2.9%

1.9%

15.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

自分でまだできるから

家族等の介護で十分だから

他人に介護されるのが嫌だから

利用料の負担が大きいから

その他

利用したいサービスがないから

わからない

特にない

病院に入院しているから

介護保険以外のサービスを利用しているから

無回答

42.0%

26.1%

13.0%

8.7%

8.7%

7.2%

5.8%

5.8%

2.9%

1.4%

5.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

病院に入院しているから

自分でまだできるから

家族等の介護で十分だから

他人に介護されるのが嫌だから

利用料の負担が大きいから

その他

介護保険以外のサービスを利用しているから

わからない

特にない

利用したいサービスがないから

無回答
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（３）地域密着型サービスの認知度・利用希望状況 

以下の介護保険サービスについて知っていましたか。また介護が必要になった場合、利用し

てみたいと思いますか。 

① 小規模多機能型居宅介護 

小規模多機能型居宅介護について、若年者では 27.8％が「知っていた」と回答しており、

一般高齢者、事業対象者・要支援認定者、「軽度」要介護認定者では約 20％となっています。

また、「利用してみたい」と回答した割合について、若年者では 70.3％と高く、一般高齢者

では 56.8％となっており、「利用している」と回答した割合を含めると、事業対象者・要支

援認定者では 19.2％、「軽度」要介護認定者では 24.8％、「重度」要介護認定者では 26.2％

となっています。 

●名称や内容について知っていましたか 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 
 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 
 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 

 

●介護が必要になった場合、利用してみたいと思いますか 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546）   

知っていた

27.8%

知らなかった

68.7%

無回答

3.5%

知っていた

20.4%

知らなかった

50.5%

無回答

29.1%

知っていた

34.5%

知らなかった

38.4%

無回答

27.1%

利用してみたいと思う

70.3%

利用してみたいと思わない

20.5%

無回答

9.2%

知っていた

18.6%

知らなかった

68.8%

無回答

12.7%

知っていた

21.8%

知らなかった

54.7%

無回答

23.5%

利用してみたいと思う

56.8%
利用してみたいと思わない

23.9%

無回答

19.3%
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■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 
 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 

 

② 看護小規模多機能型居宅介護 

看護小規模多機能型居宅介護について、若年者では、23.9％が「知っていた」と回答して

おり、一般高齢者、事業対象者・要支援認定者、「軽度」要介護認定者では約 15％となって

います。また、「利用してみたい」と回答した割合について、若年者では 72.1％と高く、一

般高齢者では 56.1％、事業対象者・要支援認定者では 16.7％となっており、「利用している」

と回答した割合を含めると、「軽度」要介護認定者では 20.1％、「重度」要介護認定者では

27.2％となっています。 

●名称や内容について知っていましたか 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 

 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584）   

すでに利用している

2.5%

利用してみたいと思う

16.7%

利用してみたいと思わない

37.5%

無回答

43.2%

すでに利用している

11.5%

利用してみたいと思う

14.7%

利用してみたいと思わない

34.0%

無回答

39.8%

知っていた

23.9%

知らなかった

72.4%

無回答

3.7%

知っていた

16.5%

知らなかった

51.7%

無回答

31.7%

すでに利用している

6.8%

利用してみたいと思う

18.0%

利用してみたいと思わない

40.2%

無回答

35.1%

知っていた

15.2%

知らなかった

71.2%

無回答

13.6%

知っていた

15.3%

知らなかった

57.9%

無回答

26.8%
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■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 

 

●介護が必要になった場合、利用してみたいと思いますか 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 
 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 
 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

   

知っていた

26.2%

知らなかった

43.5%

無回答

30.3%

利用してみたいと思う

72.1%

利用してみたいと思わない

19.1%

無回答

8.8%

利用してみたいと思う

16.7%

利用してみたいと思わない

36.4%

無回答

47.0%

すでに利用している

6.0%

利用してみたいと思う

21.2%

利用してみたいと思わない

32.7%

無回答

40.1%

利用してみたいと思う

56.1%利用してみたいと思わない

23.5%

無回答

20.4%

すでに利用している

2.2%

利用してみたいと思う

17.9%

利用してみたいと思わない

41.9%

無回答

37.9%
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③ 定期巡回・随時対応型訪問介護・看護 

定期巡回・随時対応型訪問介護・看護について、若年者では、26.8％が「知っていた」と

回答しており、一般高齢者、事業対象者・要支援認定者、「軽度」要介護認定者では約 18％

となっています。また、「利用してみたい」と回答した割合について、若年者では 78.4％と

高く、一般高齢者では 60.9％となっており、「利用している」と回答した割合を含めると、

事業対象者・要支援認定者では 21.9％、「軽度」要介護認定者では 26.1％、「重度」要介護

認定者では 37.1％となっています。 

●名称や内容について知っていましたか 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 
 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 
 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 
 

●介護が必要になった場合、利用してみたいと思いますか 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546）   

知っていた

26.8%

知らなかった

69.8%

無回答

3.4%

知っていた

20.0%

知らなかった

48.8%

無回答

31.2%

知っていた

34.0%

知らなかった

38.5%

無回答

27.5%

利用してみたいと思う

78.4%

利用してみたいと思わない

13.5%

無回答

8.1%

知っていた

16.2%

知らなかった

70.5%

無回答

13.3%

知っていた

18.4%

知らなかった

55.6%

無回答

26.0%

利用してみたいと思う

60.9%

利用してみたいと思わない

20.1%

無回答

19.0%



第３章 調査の結果 「11．介護予防・日常生活支援総合事業・介護保険サービスについて」 

137 

 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 

 

（４）介護が必要になった場合に希望する介護と場所 

あなたご自身が寝たきりや認知症になり、介護が必要になった場合に、どこでどのような介

護を受けたいと思いますか。（１つの番号に○） 

介護が必要になった場合にどこでどのような介護を受けたいかについて、若年者では「自

宅で」と回答した割合が 41.9％、一般高齢者では 49.2％、事業対象者・要支援認定者では

46.0％、「軽度」要介護認定者では 51.2％、「重度」要介護認定者では 52.3％となっていま

す。また、若年者において「ケア付き高齢者住宅などに住み替えて介護を受けたい」と回答

した割合が高くなっており、21.1％となっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）  

       

 

    

すでに利用している

1.9%

利用してみたいと思う

20.0%

利用してみたいと思わない

34.6%

無回答

43.5%

すでに利用している

12.5%

利用してみたいと思う

24.6%

利用してみたいと思わない

26.7%

無回答

36.2%

5.5% 17.7% 18.7% 21.1% 18.7% 1.8%4.0% 12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅で家族中心に介護を受けたい

自宅で家族と外部の介護サービスを組み合わせて介護を受けたい

家族に頼らずに生活できる介護サービスがあれば自宅で介護を受けたい

ケア付き高齢者住宅などに住み替えて介護を受けたい

わからない

その他

無回答

特別養護老人ホーム等の施設で介護を受けたい

すでに利用している

4.9%

利用してみたいと思う

21.2%

利用してみたいと思わない

38.3%

無回答

35.6%
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■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

  

 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614） 

 
 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

  

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768）  
9.2% 21.0% 19.0% 12.0% 12.9% 0.8% 10.4% 14.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅で家族中心に介護を受けたい

自宅で家族と外部の介護サービスを組み合わせて介護を受けたい

家族に頼らずに生活できる介護サービスがあれば自宅で介護を受けたい

ケア付き高齢者住宅などに住み替えて介護を受けたい

わからない

その他

無回答

特別養護老人ホーム等の施設で介護を受けたい

9.2% 19.8% 17.0% 11.6% 10.2% 1.2% 13.5% 17.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅で家族中心に介護を受けたい

自宅で家族と外部の介護サービスを組み合わせて介護を受けたい

家族に頼らずに生活できる介護サービスがあれば自宅で介護を受けたい

ケア付き高齢者住宅などに住み替えて介護を受けたい

わからない

その他

無回答

特別養護老人ホーム等の施設で介護を受けたい

15.5% 25.2% 10.5% 8.2% 10.3% 1.6% 11.9% 16.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅で家族中心に介護を受けたい

自宅で家族と外部の介護サービスを組み合わせて介護を受けたい

家族に頼らずに生活できる介護サービスがあれば自宅で介護を受けたい

ケア付き高齢者住宅などに住み替えて介護を受けたい

わからない

その他

無回答

特別養護老人ホーム等の施設で介護を受けたい

15.9% 31.1% 5.3% 4.3% 7.2% 3.4% 11.3% 21.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅で家族中心に介護を受けたい

自宅で家族と外部の介護サービスを組み合わせて介護を受けたい

家族に頼らずに生活できる介護サービスがあれば自宅で介護を受けたい

ケア付き高齢者住宅などに住み替えて介護を受けたい

わからない

その他

無回答

特別養護老人ホーム等の施設で介護を受けたい
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自宅で介護と回答した方のみ、お答えください。 

あなたが在宅での介護を選択する理由を教えてください。（１つの番号に○） 

在宅での介護を選択する理由について、いずれも「現在の住まいで生活を続けたいから」

が多く、約 50％となっています。 

■ 若年者調査（n＝421）                ■ 一般高齢者調査（n＝2,732） 

 

 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=742）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=811） 

   

40.9%

20.0%

5.7%

4.5%

4.3%

3.6%

2.1%

1.9%

1.4%

1.2%

14.5%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

現在の住まいで生活を続け

たいから

施設に入るだけの経済的余

裕がないから

他人との共同生活はしたく

ないから

施設では自由な生活ができ

ないから

具体的に施設を知らず、不

安だから

在宅で十分な介護が受けら

れると思うから

わからない

施設を利用することに抵抗

を感じるから

施設で他人の世話になるの

はいやだから

その他

無回答

50.4%

12.3%

11.7%

3.0%

2.3%

1.9%

1.5%

1.1%

0.8%

0.4%

14.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

現在の住まいで生活を続け

たいから

在宅で十分な介護が受けら

れると思うから

施設に入るだけの経済的余

裕がないから

他人との共同生活はしたく

ないから

具体的に施設を知らず、不

安だから

施設では自由な生活ができ

ないから

施設で他人の世話になるの

はいやだから

施設を利用することに抵抗

を感じるから

わからない

その他

無回答

49.5%

16.2%

10.2%

2.4%

2.3%

1.9%

1.9%

1.1%

1.0%

0.8%

12.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

現在の住まいで生活を続け

たいから

施設に入るだけの経済的余

裕がないから

在宅で十分な介護が受けら

れると思うから

施設では自由な生活ができ

ないから

具体的に施設を知らず、不

安だから

施設で他人の世話になるの

はいやだから

他人との共同生活はしたく

ないから

施設を利用することに抵抗

を感じるから

わからない

その他

無回答

51.7%

10.4%

9.2%

3.1%

2.8%

2.2%

1.7%

1.5%

1.2%

0.6%

15.5%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

現在の住まいで生活を続け

たいから

在宅で十分な介護が受けら

れると思うから

施設に入るだけの経済的余

裕がないから

他人との共同生活はしたく

ないから

施設では自由な生活ができ

ないから

施設で他人の世話になるの

はいやだから

具体的に施設を知らず、不

安だから

わからない

施設を利用することに抵抗

を感じるから

その他

無回答
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■ 「重度」要介護認定者調査（n=402） 

 

 

自宅で介護と回答した方のみ、お答えください。 

その際に、あなたはどのような介護を受けたいですか。（１つの番号に○） 

在宅での介護について、若年者では「ホームヘルパーなどの外部の介護を中心に、家族に

よる介護も受けたい」が最も多く、一般高齢者、事業対象者・要支援認定者、「軽度」要介護

認定者、「重度」要介護認定者では「家族の介護を中心に、ホームヘルパーなどの外部の介

護も利用したい」が最も多くなっています。 

■ 若年者調査（n＝421）                ■ 一般高齢者調査（n＝2,732） 

   

52.0%

12.9%

12.4%

3.2%

2.5%

1.5%

1.5%

1.0%

0.7%

0.7%

11.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

現在の住まいで生活を続け

たいから

在宅で十分な介護が受けら

れると思うから

施設に入るだけの経済的余

裕がないから

他人との共同生活はしたく

ないから

施設では自由な生活ができ

ないから

施設を利用することに抵抗

を感じるから

その他

具体的に施設を知らず、不

安だから

施設で他人の世話になるの

はいやだから

わからない

無回答

32.1%

29.9%

22.6%

6.9%

2.9%

1.0%

4.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

ホームヘルパーなどの外部

の介護を中心に、家族によ

る介護も受けたい

家族の介護を中心に、ホー

ムヘルパーなどの外部の介

護も利用したい

ホームヘルパーなどの外部

の介護だけを受けたい

わからない

家族だけに介護されたい

その他

無回答

38.3%

31.4%

12.8%

6.9%

5.2%

0.1%

5.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

家族の介護を中心に、ホー

ムヘルパーなどの外部の介

護も利用したい

ホームヘルパーなどの外部

の介護を中心に、家族によ

る介護も受けたい

ホームヘルパーなどの外部

の介護だけを受けたい

家族だけに介護されたい

わからない

その他

無回答
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■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=742）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=811） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=402） 

   

39.4%

29.2%

11.3%

7.3%

5.7%

0.3%

6.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

家族の介護を中心に、ホー

ムヘルパーなどの外部の介

護も利用したい

ホームヘルパーなどの外部

の介護を中心に、家族によ

る介護も受けたい

ホームヘルパーなどの外部

の介護だけを受けたい

家族だけに介護されたい

わからない

その他

無回答

50.2%

21.4%

14.4%

3.7%

3.5%

0.0%

6.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

家族の介護を中心に、ホー

ムヘルパーなどの外部の介

護も利用したい

ホームヘルパーなどの外部

の介護を中心に、家族によ

る介護も受けたい

家族だけに介護されたい

わからない

ホームヘルパーなどの外部

の介護だけを受けたい

その他

無回答

47.8%

20.3%

12.8%

7.0%

5.4%

0.0%

6.5%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

家族の介護を中心に、ホー

ムヘルパーなどの外部の介

護も利用したい

ホームヘルパーなどの外部

の介護を中心に、家族によ

る介護も受けたい

家族だけに介護されたい

ホームヘルパーなどの外部

の介護だけを受けたい

わからない

その他

無回答
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外部の介護を受けたいと回答した方のみ、お答えください。 

あなたが、施設入所を選択する理由を教えてください。（１つの番号に○） 

施設入所を選択する理由について、「家族に負担をかけたくないから」と回答した割合が

最も高く、若年者では約６割となっています。 

■ 若年者調査（n＝337）  

 

 

■ 一般高齢者調査（n＝1,475） 

   

59.9%

8.3%

6.8%

3.6%

2.7%

1.8%

1.5%

0.9%

0.6%

0.0%

13.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

家族に負担をかけたくないから

家族がいないから

専門的な介護が受けられるから

家族は仕事をしているなど、介護の時間が十分にとれないから

家族は高齢や体が弱いなど、十分な介護ができないから

緊急時に対応の面で安心だから

介護のための部屋がない、入浴しにくいなどの住宅の構造に問題があるから

その他

在宅で受けられる介護サービスでは不十分だから

わからない

無回答

46.1%

9.5%

7.8%

6.6%

5.4%

4.7%

1.8%

0.8%

0.7%

0.2%

16.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

家族に負担をかけたくないから

家族がいないから

専門的な介護が受けられるから

家族は高齢や体が弱いなど、十分な介護ができないから

家族は仕事をしているなど、介護の時間が十分にとれないから

緊急時に対応の面で安心だから

介護のための部屋がない、入浴しにくいなどの住宅の構造に問題があるから

在宅で受けられる介護サービスでは不十分だから

わからない

その他

無回答
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■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=469） 

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=397） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=196）  
29.9%

13.2%

13.0%

9.2%

7.7%

4.9%

2.3%

1.1%

0.9%

0.6%

17.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

家族に負担をかけたくないから

家族がいないから

家族は高齢や体が弱いなど、十分な介護ができないから

家族は仕事をしているなど、介護の時間が十分にとれないから

専門的な介護が受けられるから

緊急時に対応の面で安心だから

介護のための部屋がない、入浴しにくいなどの住宅の構造に問題があるから

わからない

その他

在宅で受けられる介護サービスでは不十分だから

無回答

29.0%

11.1%

10.6%

8.3%

5.8%

5.5%

4.0%

1.5%

1.0%

0.8%

22.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

家族に負担をかけたくないから

家族は仕事をしているなど、介護の時間が十分にとれないから

家族は高齢や体が弱いなど、十分な介護ができないから

家族がいないから

専門的な介護が受けられるから

緊急時に対応の面で安心だから

介護のための部屋がない、入浴しにくいなどの住宅の構造に問題があるから

在宅で受けられる介護サービスでは不十分だから

わからない

その他

無回答

25.0%

17.3%

10.2%

7.7%

7.1%

6.6%

4.1%

1.0%

0.0%

0.0%

20.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

家族に負担をかけたくないから

家族は高齢や体が弱いなど、十分な介護ができないから

家族は仕事をしているなど、介護の時間が十分にとれないから

緊急時に対応の面で安心だから

家族がいないから

専門的な介護が受けられるから

介護のための部屋がない、入浴しにくいなどの住宅の構造に問題があるから

在宅で受けられる介護サービスでは不十分だから

その他

わからない

無回答
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（５）介護サービスと保険料負担 

今後、現役世代が減少する一方で、サービス利用対象者が増加することにより、現在のサー

ビス水準を維持していくためには、保険料負担が大きく増加します。介護サービスと、サー

ビスを支える保険料負担について、あなたはどう考えますか。（１つの番号に○） 

サービス水準を維持していくための保険料負担について「引上げについてやむを得ない」

と回答した割合について、若年者では 62.8％、一般高齢者では 52.8％、事業対象者・要支

援認定者では 54.2％、「軽度」要介護認定者では 52.5％、「重度」要介護認定者では 58.9％

となっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               

 
 

■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

   

21.8% 7.0% 34.0% 17.8% 16.1% 3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在のサービス水準を維持するために必要な保険料引上げであれば、やむを得ない

現在以上にサービスを充実するために、上記１よりもさらに保険料負担が引上げられてもやむを得ない

保険料負担の引上げを上記１よりも抑えるため、介護に関する希望を可能な限り実現しつつ、費用負担を軽減する対策も講じる

わからない

無回答

保険料を現状程度に維持することが重要であり、利用できるサービスが削減されても構わない

19.8% 4.7% 28.3% 18.1% 23.2% 5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在のサービス水準を維持するために必要な保険料引上げであれば、やむを得ない

現在以上にサービスを充実するために、上記１よりもさらに保険料負担が引上げられてもやむを得ない

保険料負担の引上げを上記１よりも抑えるため、介護に関する希望を可能な限り実現しつつ、費用負担を軽減する対策も講じる

わからない

無回答

保険料を現状程度に維持することが重要であり、利用できるサービスが削減されても構わない
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■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1, 614） 

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

  
25.7% 5.9% 22.6% 19.3% 20.0% 6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在のサービス水準を維持するために必要な保険料引上げであれば、やむを得ない

現在以上にサービスを充実するために、上記１よりもさらに保険料負担が引上げられてもやむを得ない

保険料負担の引上げを上記１よりも抑えるため、介護に関する希望を可能な限り実現しつつ、費用負担を軽減する対策も講じる

わからない

無回答

保険料を現状程度に維持することが重要であり、利用できるサービスが削減されても構わない

23.2% 4.4% 24.9% 22.2% 19.1% 6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在のサービス水準を維持するために必要な保険料引上げであれば、やむを得ない

現在以上にサービスを充実するために、上記１よりもさらに保険料負担が引上げられてもやむを得ない

保険料負担の引上げを上記１よりも抑えるため、介護に関する希望を可能な限り実現しつつ、費用負担を軽減する対策も講じる

わからない

無回答

保険料を現状程度に維持することが重要であり、利用できるサービスが削減されても構わない

21.2% 5.7% 32.0% 17.8% 18.5% 4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在のサービス水準を維持するために必要な保険料引上げであれば、やむを得ない

現在以上にサービスを充実するために、上記１よりもさらに保険料負担が引上げられてもやむを得ない

保険料負担の引上げを上記１よりも抑えるため、介護に関する希望を可能な限り実現しつつ、費用負担を軽減する対策も講じる

わからない

無回答

保険料を現状程度に維持することが重要であり、利用できるサービスが削減されても構わない
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12．権利擁護・成年後見人制度について 

（１）権利擁護 

あなたが、高齢者が安心して暮らせるための権利擁護の制度や仕組みについて知っているも

のはどれですか。（あてはまるすべての番号に○） 

高齢者が安心して暮らせるための権利擁護の制度や仕組みについて、若年者並びに一般高

齢者では、「クーリングオフ制度」「成年後見制度」の認知度が高くなっていますが、事業対

象者・要支援認定者、「軽度」要介護認定者、「重度」要介護認定者では「いずれも知らない」

が最も多くなっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 

 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584）   

51.8%

47.0%

29.6%

20.3%

20.1%

13.8%

4.3%

1.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

クーリングオフ制度

成年後見制度

いずれも知らない

日常生活自立支援事業（地

域福祉権利擁護事業）

法テラス

高齢者虐待の通報・相談窓

口

市民後見人の活動

無回答

38.4%

28.4%

19.8%

18.8%

10.1%

4.6%

4.5%

15.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

いずれも知らない

成年後見制度

日常生活自立支援事業（地

域福祉権利擁護事業）

クーリングオフ制度

高齢者虐待の通報・相談窓

口

法テラス

市民後見人の活動

無回答

46.2%

35.2%

32.3%

22.1%

15.3%

7.9%

6.1%

6.6%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

成年後見制度

クーリングオフ制度

いずれも知らない

日常生活自立支援事業（地

域福祉権利擁護事業）

高齢者虐待の通報・相談窓

口

法テラス

市民後見人の活動

無回答

49.0%

22.4%

16.4%

15.2%

8.1%

3.2%

3.2%

13.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

いずれも知らない

成年後見制度

クーリングオフ制度

日常生活自立支援事業（地

域福祉権利擁護事業）

高齢者虐待の通報・相談窓

口

法テラス

市民後見人の活動

無回答
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■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 

 

（２）高齢者虐待の防止 

あなたは、高齢者虐待を発見した場合、通報する（努力）義務があることを知っていますか。

（どちらかの番号に○） 

高齢者虐待を発見した場合、通報する（努力）義務があることについて、「知っている」と

回答した割合は約 50％となっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 
 
■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

  
■ 「重度」要介護認定者調査（n=768）   

42.4%

28.1%

21.0%

17.6%

8.6%

4.0%

3.3%

13.5%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

いずれも知らない

成年後見制度

クーリングオフ制度

日常生活自立支援事業（地域福祉権

利擁護事業）

高齢者虐待の通報・相談窓口

法テラス

市民後見人の活動

無回答

はい

47.3%

いいえ

51.8%

無回答

0.9%

はい

43.7%いいえ

46.3%

無回答

10.0%

はい

47.0%
いいえ

43.4%

無回答

9.6%

はい

51.4%
いいえ

44.5%

無回答

4.1%

はい

40.0%いいえ

51.0%

無回答

9.0%
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あなたは、高齢者虐待を発見した場合の通報先を知っていますか。（どちらかの番号に○） 

高齢者虐待を発見した場合の通報先について、「知っている」と回答した割合は約 15％と

なっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 
 
■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 
 
■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 
 

あなたは、高齢者虐待の防止に関する講演会や勉強会が開催されていることを知っていまし

たか。 

高齢者虐待の防止に関する講演会や勉強会が開催されていることについて、「知っている」

と回答した割合は約 10％となっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546）   

はい

11.3%

いいえ

87.9%

無回答

0.8%

はい

14.9%

いいえ

74.6%

無回答

10.5%

はい

16.8%

いいえ

73.4%

無回答

9.8%

知っていた

7.8%

知らなかった

90.3%

無回答

1.9%

はい

17.8%

いいえ

77.3%

無回答

4.9%

はい

13.1%

いいえ

78.1%

無回答

8.8%

知っていた

12.1%

知らなかった

80.3%

無回答

7.7%
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■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

  
■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 
 

あなたは、高齢者虐待の防止に関する講演会や勉強会に参加してみたいと思いますか（1つ

に○） 

高齢者虐待の防止に関する講演会や勉強会に「参加したことがある」「参加してみたい」

と回答した割合について、若年者では 37.4％、一般高齢者では 42.3％と高くなっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

  
 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

  
 
■ 「重度」要介護認定者調査（n=768）   

知っていた

12.4%

知らなかった

71.0%

無回答

16.6%

知っていた

12.1%

知らなかった

73.3%

無回答

14.6%

参加したことがある

1.1%

参加してみたいと思う

36.3%
参加してみたいと思わない

58.4%

無回答

4.3%

参加したことがある

1.2%

参加してみたいと思う

29.7%

参加してみたいと思わない

42.9%

無回答

26.2%

参加したことがある

0.7%

参加してみたいと思う

23.3%

参加してみたいと思わない

54.3%

無回答

21.7%

知っていた

8.3%

知らなかった

78.5%

無回答

13.2%

参加したことがある

1.7%

参加してみたいと思う

40.6%参加してみたいと思わない

45.9%

無回答

11.9%

参加したことがある

0.5%

参加してみたいと思う

20.5%

参加してみたいと思わない

57.2%

無回答

21.8%
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虐待の防止を推進するためにどんな取組が必要だと思いますか。（あてはまるすべての番号

に○） 

虐待の防止を推進するための取り組みとして「虐待の通報先の広報」「地域における声か

け、見守りなどの虐待防止に資する取組」が必要であると回答した割合が高くなっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 

 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584）   

56.2%

46.4%

37.2%

35.5%

28.0%

19.6%

4.9%

3.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

虐待の通報先の広報

地域における声かけ、見守りな

どの虐待防止に資する取組

児童虐待や障害者虐待の防止と

連携した取組

虐待防止に関わる市や事業所職

員の人材育成

市が虐待を無くしていくという

姿勢や取組を明確に示す

虐待についての市民向け講演会

などの啓発活動

その他

無回答

41.0%

38.4%

31.7%

29.9%

22.4%

22.3%

4.5%

21.6%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

虐待の通報先の広報

地域における声かけ、見守りな

どの虐待防止に資する取組

市が虐待を無くしていくという

姿勢や取組を明確に示す

虐待防止に関わる市や事業所職

員の人材育成

児童虐待や障害者虐待の防止と

連携した取組

虐待についての市民向け講演会

などの啓発活動

その他

無回答

50.2%

45.2%

34.1%

32.9%

30.4%

26.1%

3.3%

10.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

虐待の通報先の広報

地域における声かけ、見守り

などの虐待防止に資する取組

市が虐待を無くしていくとい

う姿勢や取組を明確に示す

虐待防止に関わる市や事業所

職員の人材育成

児童虐待や障害者虐待の防止

と連携した取組

虐待についての市民向け講演

会などの啓発活動

その他

無回答

41.2%

39.3%

28.0%

27.0%

19.6%

19.5%

7.6%

19.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

地域における声かけ、見守り

などの虐待防止に資する取組

虐待の通報先の広報

市が虐待を無くしていくとい

う姿勢や取組を明確に示す

虐待防止に関わる市や事業所

職員の人材育成

児童虐待や障害者虐待の防止

と連携した取組

虐待についての市民向け講演

会などの啓発活動

その他

無回答
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■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 

 

（３）成年後見制度の認知度 

成年後見制度を知っていましたか。（どちらかに○） 

成年後見制度を「知っている」と回答した割合について、若年者並びに一般高齢者ともに

約６割となっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 

 

必要になったときに成年後見制度を利用したいですか（１つに○） 

必要になったとき、成年後見制度を「利用したい」と回答した割合について、若年者では

50.6％、一般高齢者では 33.4％となっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546）   

45.8%

41.1%

31.3%

29.8%

25.0%

18.5%

7.3%

16.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

地域における声かけ、見守りな

どの虐待防止に資する取組

虐待の通報先の広報

虐待防止に関わる市や事業所職

員の人材育成

市が虐待を無くしていくという

姿勢や取組を明確に示す

児童虐待や障害者虐待の防止と

連携した取組

虐待についての市民向け講演会

などの啓発活動

その他

無回答

知っていた

56.6%

知らなかった

42.3%

無回答

1.1%

利用している

0.5%

今後利用したい

50.6%

利用する予定はない

45.7%

無回答

3.2%

知っていた

59.9%

知らなかった

33.2%

無回答

6.8%

利用している

0.4%

今後利用したい

33.4%

利用する予定はない

55.2%

無回答

11.0%
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（４）市民後見協力員の認知度 

「市民後見協力員」について、現在、松戸市で養成講座を実施しております。この制度につ

いて、知っていましたか。（どちらかに○） 

市民後見協力員制度を「知っている」と回答した割合について、若年者では 5.3％、一般

高齢者では 9.8％にとどまっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

  

 

「市民後見協力員」について、現在、松戸市で養成講座を実施しております。講座に参加し

てみたいと思いますか（１つに○） 

市民後見協力員養成講座について「講座に参加してみたいと思う」と回答した割合は、若

年者では 27.0％、一般高齢者では 25.9％となっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

  知っていた

5.3%

知らなかった

93.5%

無回答

1.2%

参加したことがある

0.4%

参加してみたいと思う

27.0%

参加してみたいと思わない

69.4%

無回答

3.2%

知っていた

9.8%

知らなかった

83.4%

無回答

6.8%

参加したことがある

0.5%

参加してみたいと思う

25.9%

参加してみたいと思わない

62.6%

無回答

11.0%
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13．市の高齢者施策について 

（１）福祉まるごと相談窓口 

福祉まるごと相談窓口について名称や内容を知っていましたか（どちらかに○） 

福祉まるごと相談窓口の名称や内容について知っていると回答した割合は、若年者では

10.5％、一般高齢者では 16.8％となっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 
 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768）   

知っていた

10.5%

知らなかった

87.6%

無回答

1.9%

知っていた

17.5%

知らなかった

66.5%

無回答

15.9%

知っていた

20.1%

知らなかった

67.1%

無回答

12.9%

知っていた

16.8%

知らなかった

76.4%

無回答

6.8%

知っていた

14.5%

知らなかった

72.3%

無回答

13.2%
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福祉まるごと相談窓口について利用してみたいと思いますか（１つに○） 

福祉まるごと相談窓口を「今後利用したい」と回答した割合について、若年者では 59.5％

と高くなっており、一般高齢者では 46.1％となっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 

 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768）   

利用している

0.9%

今後利用したい

59.5%

利用する予定はない

35.1%

無回答

4.6%

利用している

4.5%

今後利用したい

37.7%

利用する予定はない

28.6%

無回答

29.2%

利用している

7.2%

今後利用したい

39.1%

利用する予定はない

29.9%

無回答

23.8%

利用している

0.8%

今後利用したい

46.1%利用する予定はない

40.0%

無回答

13.1%

利用している

4.6%

今後利用したい

38.9%
利用する予定はない

33.0%

無回答

23.5%
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（２）高齢者いきいき安心センター（地域包括支援センター） 

高齢者いきいき安心センター（地域包括支援センター）について知っているものはどれです

か。（あてはまるすべての番号に○） 

高齢者いきいき安心センター（地域包括支援センター）について、若年者では「いずれも

知らない」と回答した割合が最も高く 54.3％となっており、一般高齢者では「名称は知って

いる」が最も高く 51.6％となっている一方、「いずれも知らない」と回答した割合も 38.0％

と高くなっています。事業対象者・要支援認定者、「軽度」要介護認定者、「重度」要介護認

定者においては「名称は知っている」と回答した割合が高くなるとともに「介護に関する相

談窓口であること」と回答した割合も高くなっています。 

事業対象者 

■ 若年者調査（n＝1,004）   

 
 

■ 一般高齢者調査（n＝5,546）  
54.3%

38.9%

23.3%

14.0%

13.9%

13.4%

9.1%

8.9%

4.0%

4.0%

3.7%

1.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

いずれも知らない

名称は知っている

介護に関する相談窓口であること

どこにあるか知っている

健康・医療・福祉に関する相談窓口であること

認知症に関する相談窓口であること

要支援1・2と認定された方への支援を行うところであること

日常生活圏域ごとに一箇所あること

権利擁護に関する相談窓口であること

成年後見人に関する相談窓口であること

総合事業対象者に特定された方への支援を行うところであること

無回答

51.6%

38.0%

26.9%

23.7%

19.1%

14.5%

11.7%

10.9%

5.8%

4.2%

2.4%

5.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

名称は知っている

いずれも知らない

介護に関する相談窓口であること

どこにあるか知っている

健康・医療・福祉に関する相談窓口であること

認知症に関する相談窓口であること

日常生活圏域ごとに一箇所あること

要支援1・2と認定された方への支援を行うところであること

成年後見人に関する相談窓口であること

権利擁護に関する相談窓口であること

総合事業対象者に特定された方への支援を行うところであること

無回答
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■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）  

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768）  
64.2%

46.3%

41.8%

36.7%

22.3%

19.5%

17.3%

13.6%

6.3%

5.1%

4.0%

10.1%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

名称は知っている

どこにあるか知っている

介護に関する相談窓口であること

要支援1・2と認定された方への支援を行うところであること

健康・医療・福祉に関する相談窓口であること

日常生活圏域ごとに一箇所あること

いずれも知らない

認知症に関する相談窓口であること

総合事業対象者に特定された方への支援を行うところであること

成年後見人に関する相談窓口であること

権利擁護に関する相談窓口であること

無回答

51.6%

31.6%

29.5%

28.9%

15.1%

14.6%

13.1%

10.9%

3.3%

3.3%

2.4%

11.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

名称は知っている

介護に関する相談窓口であること

いずれも知らない

どこにあるか知っている

要支援1・2と認定された方への支援を行うところであること

健康・医療・福祉に関する相談窓口であること

認知症に関する相談窓口であること

日常生活圏域ごとに一箇所あること

権利擁護に関する相談窓口であること

成年後見人に関する相談窓口であること

総合事業対象者に特定された方への支援を行うところであること

無回答

55.9%

35.3%

28.0%

26.7%

17.4%

14.8%

11.6%

10.8%

3.3%

2.5%

2.2%

10.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

名称は知っている

介護に関する相談窓口であること

どこにあるか知っている

いずれも知らない

健康・医療・福祉に関する相談窓口であること

認知症に関する相談窓口であること

日常生活圏域ごとに一箇所あること

要支援1・2と認定された方への支援を行うところであること

成年後見人に関する相談窓口であること

総合事業対象者に特定された方への支援を行うところであること

権利擁護に関する相談窓口であること

無回答
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（３）在宅医療 

松戸市では、在宅医療（医師等が通院の難しい方の自宅等を訪問して診療等を行う）と介護

の連携の推進に取り組んでいます。在宅医療について知っていましたか。（どちらかの番号

に○） 

在宅医療について「知っていた」と回答した割合は、若年者、一般高齢者では約５割とな

っており、事業対象者・要支援認定者、「軽度」要介護認定者では約 45％となっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 

 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 
 
■ 「重度」要介護認定者調査（n=768）   

知っていた

50.0%

知らなかった

48.3%

無回答

1.7%

知っていた

46.3%知らなかった

41.2%

無回答

12.5%

知っていた

58.6%

知らなかった

31.8%

無回答

9.6%

知っていた

51.8%

知らなかった

42.4%

無回答

5.8%

知っていた

43.4%知らなかった

44.2%

無回答

12.4%
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（４）配食サービス 

松戸市では、買物・食事の用意が困難な高齢者に食事を届け、安否確認をする配食サービス

を介護保険料の一部を財源として事業者に委託して実施しておりますが、民間の配食サービ

ス事業者が増えていることもあり利用者数は減少傾向です。今後の事業のあり方についてあ

なたはどう考えますか。（１つの番号に○） 

配食サービスについて、「民間の事業者に任せるべき」と回答した割合と、「引き続き、行

政が主となって実施すべき」と回答した割合について拮抗しています。 

■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 

 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614） 

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768）  
20.1% 4.4% 34.3% 5.8% 35.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

行政の関わりは最小限にし、民間の事業者に任せるべき
行政が関わる必要はなく、民間の事業者に任せるべき
わからない
無回答
引き続き、行政が主となって実施すべき

17.7% 5.5% 36.6% 10.8% 29.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

行政の関わりは最小限にし、民間の事業者に任せるべき
行政が関わる必要はなく、民間の事業者に任せるべき
わからない
無回答
引き続き、行政が主となって実施すべき

16.1% 4.2% 39.8% 10.8% 29.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

行政の関わりは最小限にし、民間の事業者に任せるべき

行政が関わる必要はなく、民間の事業者に任せるべき

わからない

無回答

引き続き、行政が主となって実施すべき

16.3% 4.2% 35.7% 10.9% 32.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

行政の関わりは最小限にし、民間の事業者に任せるべき
行政が関わる必要はなく、民間の事業者に任せるべき

わからない
無回答

引き続き、行政が主となって実施すべき
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（５）紙おむつ支給事業 

松戸市では、在宅で介護をしている家族を支援するため、紙おむつを支給する事業を実施し

ていますが、高齢者数の増加等により給付費も増え、その財源の一部である介護保険料も引

き上げていくことが見込まれます。今後の事業のあり方についてあなたはどう考えますか。

（１つの番号に○） 

紙おむつを支給する事業について、「現在のサービス水準を見直し事業を継続する」と回

答した割合が最も高く、次いで「現在のサービス水準を維持するため保険料が引き上げられ

てもやむを得ない」となっており、事業の継続を要望する割合が高くなっています。 

■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 

 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614） 

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 

20.5% 4.2% 36.4% 26.5% 5.9% 6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
現在のサービス水準を維持するために保険料負担が引き上げられてもやむを得ない
現在以上にサービスを充実するために、上記１よりもさらに保険料負担が引き上げられてもやむを得ない
現在のサービス水準を見直しし、保険料負担の引き上げを上記１よりも抑え、事業を継続する
わからない
無回答
事業を廃止しても構わない

22.9% 3.9% 27.9% 28.9% 11.9% 4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
現在のサービス水準を維持するために保険料負担が引き上げられてもやむを得ない
現在以上にサービスを充実するために、上記１よりもさらに保険料負担が引き上げられてもやむを得ない
現在のサービス水準を見直しし、保険料負担の引き上げを上記１よりも抑え、事業を継続する
わからない
無回答
事業を廃止しても構わない

18.6% 3.9% 29.4% 31.6% 11.0% 5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
現在のサービス水準を維持するために保険料負担が引き上げられてもやむを得ない

現在以上にサービスを充実するために、上記１よりもさらに保険料負担が引き上げられてもやむを得ない

現在のサービス水準を見直しし、保険料負担の引き上げを上記１よりも抑え、事業を継続する

わからない

無回答

事業を廃止しても構わない

22.9% 4.3% 34.4% 23.4% 10.0% 4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
現在のサービス水準を維持するために保険料負担が引き上げられてもやむを得ない
現在以上にサービスを充実するために、上記１よりもさらに保険料負担が引き上げられてもやむを得ない
現在のサービス水準を見直しし、保険料負担の引き上げを上記１よりも抑え、事業を継続する
わからない
無回答
事業を廃止しても構わない
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（６）家族介護に関する講座 

松戸市では「はじめての介護講座」など家族介護に関する講座を開催しています。家族介護

に関する講座について知っていましたか。（どちらかに○） 

「はじめての介護講座」など家族介護に関する講座について「知っている」と回答した割

合は、若年者では 7.6％、一般高齢者では 10.1％に留まっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 
 

家族介護に関する講座について参加してみたいと思いますか。（どちらかに○） 

「はじめての介護講座」など家族介護に関する講座について「参加してみたい」と回答し

た割合は、若年者では 49.5％、一般高齢者では 41.3％と高くなっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

   

知っていた

7.6%

知らなかった

90.3%

無回答

2.1%

参加したことがある

0.4%

参加してみたいと思う

49.5%

参加してみたいと思わない

46.4%

無回答

3.7%

知っていた

10.1%

知らなかった

81.8%

無回答

8.1%

参加したことがある

1.1%

参加してみたいと思う

41.3%
参加してみたいと思わない

43.7%

無回答

14.0%
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（７）高齢者向けのサービスや医療機関等の情報を収集するための手段 

松戸市の高齢者向けのサービスや医療機関等の情報を収集するための手段として、次のうち

知っているものはどれですか。（あてはまるすべての番号に○） 

高齢者向けのサービスや医療機関等の情報を収集するための手段として知っているもの

について、「広報まつど」が最も多く、若年者では 70.7％、一般高齢者では 76.4％となって

います。次いで若年者では松戸市公式ホームページとなっており、一般高齢者、要支援認定

者、「軽度」要介護認定者、「重度」要介護認定者では「生活カタログ」となっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）    

   

70.7%

48.3%

32.1%

17.7%

15.4%

5.4%

3.8%

3.4%

2.5%

1.8%

0.4%

1.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

広報まつど（毎月１日及び１５日に発行されている情報誌）

松戸市公式ホームページ

生活カタログ（全戸配布されている行政情報が掲載されている冊子）

いずれも知らない

まつど医療機関マップ（市内の医療機関・薬局等の情報が掲載されている冊子）

市内の訪問診療の対応が可能な医療機関や介護保険サービス事業所を地図等から検

索できる、市ホームページにある松戸市在宅医療・介護事業者情報検索システム

松戸歯科医師会のホームページ

介護なび・まつど（介護保険サービス事業所等の情報が掲載され、市の窓口等で配

布されている冊子）

松戸市医師会かかりつけ医療機関ハンドブック（各かかりつけ医が得意としている

病気、外来診療と往診、訪問診療に対応しているかが掲載されている冊子）

ながいき手帳（市独自の高齢者向けサービス（福祉・介護・保健等の施策）が掲載

されている冊子）

その他

無回答
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■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 
 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）  
76.4%

38.1%

19.8%

17.7%

12.3%

5.3%

4.3%

3.7%

2.9%

2.6%

0.7%

6.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

広報まつど（毎月１日及び１５日に発行されている情報誌）

生活カタログ（全戸配布されている行政情報が掲載されている冊子）

松戸市公式ホームページ

まつど医療機関マップ（市内の医療機関・薬局等の情報が掲載されている冊子）

いずれも知らない

市内の訪問診療の対応が可能な医療機関や介護保険サービス事業所を地図等から検

索できる、市ホームページにある松戸市在宅医療・介護事業者情報検索システム

ながいき手帳（市独自の高齢者向けサービス（福祉・介護・保健等の施策）が掲載

されている冊子）

松戸市医師会かかりつけ医療機関ハンドブック（各かかりつけ医が得意としている

病気、外来診療と往診、訪問診療に対応しているかが掲載されている冊子）

介護なび・まつど（介護保険サービス事業所等の情報が掲載され、市の窓口等で配

布されている冊子）

松戸歯科医師会のホームページ

その他

無回答

72.9%

32.7%

14.8%

13.2%

12.5%

8.3%

5.9%

4.6%

4.5%

2.9%

1.6%

9.6%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

広報まつど（毎月１日及び１５日に発行されている情報誌）

生活カタログ（全戸配布されている行政情報が掲載されている冊子）

まつど医療機関マップ（市内の医療機関・薬局等の情報が掲載されている冊子）

いずれも知らない

松戸市公式ホームページ

ながいき手帳（市独自の高齢者向けサービス（福祉・介護・保健等の施策）が掲載さ

れている冊子）

市内の訪問診療の対応が可能な医療機関や介護保険サービス事業所を地図等から検索

できる、市ホームページにある松戸市在宅医療・介護事業者情報検索システム

介護なび・まつど（介護保険サービス事業所等の情報が掲載され、市の窓口等で配布

されている冊子）

松戸市医師会かかりつけ医療機関ハンドブック（各かかりつけ医が得意としている病

気、外来診療と往診、訪問診療に対応しているかが掲載されている冊子）

松戸歯科医師会のホームページ

その他

無回答
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■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1, 584） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 

62.3%

23.9%

21.3%

10.4%

10.4%

5.3%

3.5%

3.4%

3.3%

1.6%

1.4%

11.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

広報まつど（毎月１日及び１５日に発行されている情報誌）

生活カタログ（全戸配布されている行政情報が掲載されている冊子）

いずれも知らない

松戸市公式ホームページ

まつど医療機関マップ（市内の医療機関・薬局等の情報が掲載されている冊

子）

ながいき手帳（市独自の高齢者向けサービス（福祉・介護・保健等の施策）

が掲載されている冊子）

介護なび・まつど（介護保険サービス事業所等の情報が掲載され、市の窓口

等で配布されている冊子）

松戸市医師会かかりつけ医療機関ハンドブック（各かかりつけ医が得意とし

ている病気、外来診療と往診、訪問診療に対応しているかが掲載されている

冊子）

市内の訪問診療の対応が可能な医療機関や介護保険サービス事業所を地図等

から検索できる、市ホームページにある松戸市在宅医療・介護事業者情報検

索システム

松戸歯科医師会のホームページ

その他

無回答

63.5%

29.2%

18.5%

15.0%

12.9%

5.7%

5.5%

5.3%

2.6%

2.1%

1.3%

9.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

広報まつど（毎月１日及び１５日に発行されている情報誌）

生活カタログ（全戸配布されている行政情報が掲載されている冊子）

いずれも知らない

松戸市公式ホームページ

まつど医療機関マップ（市内の医療機関・薬局等の情報が掲載されている冊

子）

介護なび・まつど（介護保険サービス事業所等の情報が掲載され、市の窓口等

で配布されている冊子）

市内の訪問診療の対応が可能な医療機関や介護保険サービス事業所を地図等か

ら検索できる、市ホームページにある松戸市在宅医療・介護事業者情報検索…

ながいき手帳（市独自の高齢者向けサービス（福祉・介護・保健等の施策）が

掲載されている冊子）

松戸市医師会かかりつけ医療機関ハンドブック（各かかりつけ医が得意として

いる病気、外来診療と往診、訪問診療に対応しているかが掲載されている冊…

その他

松戸歯科医師会のホームページ

無回答
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14．介護に関することについて 

（１）介護に関する名称 

以下の名称について知っていましたか。 

ケアラー、ヤングケア、ダブルケアについての認知度は以下の通りとなっています。 

① ケアラー 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 

 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 

 

② ヤングケア 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

   

名称も内容も知っていた

4.2%

名称は知っていたが

内容は知らなかった

4.3%

知らなかった

89.5%

無回答

2.0%

名称も内容も知っていた

2.9%

名称は知っていたが

内容は知らなかった

4.3%

知らなかった

78.6%

無回答

14.3%

名称も内容も知っていた

2.5%

名称は知っていたが

内容は知らなかった

4.0%

知らなかった

82.6%

無回答

10.9%

名称も内容も知っていた

3.5%

名称は知っていたが

内容は知らなかった

2.9%

知らなかった

91.9%

無回答

1.7%

名称も内容も知っていた

3.3%

名称は知っていたが

内容は知らなかった

5.4%

知らなかった

83.5%

無回答

7.8%

名称も内容も知っていた

2.2%

名称は知っていたが

内容は知らなかった

2.7%

知らなかった

82.1%

無回答

13.0%

名称も内容も知っていた

2.1%

名称は知っていたが

内容は知らなかった

2.8%

知らなかった

86.2%

無回答

9.0%
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■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 

 

③ ダブルケア 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 

 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768）   

名称も内容も知っていた

1.5%

名称は知っていたが

内容は知らなかった

2.2%

知らなかった

77.8%

無回答

18.4%

名称も内容も知っていた

1.4%

名称は知っていたが

内容は知らなかった

2.2%

知らなかった

81.1%

無回答

15.2%

名称も内容も知っていた

9.6%

名称は知っていたが

内容は知らなかった

4.6%

知らなかった

84.3%

無回答

1.6%

名称も内容も知っていた

2.5%

名称は知っていたが

内容は知らなかった

2.3%

知らなかった

77.3%

無回答

17.8%

名称も内容も知っていた

4.0%

名称は知っていたが

内容は知らなかった

2.9%

知らなかった

78.0%

無回答

15.1%

名称も内容も知っていた

0.9%

名称は知っていたが

内容は知らなかった

1.5%

知らなかった

82.4%

無回答

15.2%

名称も内容も知っていた

4.3%

名称は知っていたが

内容は知らなかった

3.3%

知らなかった

83.8%

無回答

8.6%

名称も内容も知っていた

2.1%

名称は知っていたが

内容は知らなかった

1.6%

知らなかった

81.3%

無回答

14.9%
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（２）男性介護者の支援 

男性介護者の支援を充実させるためにはどんな取り組みが必要だと思いますか。（あてはま

るすべての番号に○） 

男性介護者の支援を充実させるための取り組みについて「男性介護者が地域とつながるこ

とのできる環境」が必要と回答した割合が高くなっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 

 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768）   

55.2%

51.7%

30.7%

6.4%

6.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

男性介護者が地域とつなが

ることのできる環境

男性介護者向けの研修会・

講習会

男性介護者が集える会合の

場

その他

無回答

39.0%

38.4%

24.3%

6.0%

28.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

男性介護者向けの研修会・

講習会

男性介護者が地域とつなが

ることのできる環境

男性介護者が集える会合の

場

その他

無回答

45.1%

40.8%

23.8%

6.6%

21.6%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

男性介護者が地域とつなが

ることのできる環境

男性介護者向けの研修会・

講習会

男性介護者が集える会合の

場

その他

無回答

47.5%

45.3%

24.6%

5.6%

17.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

男性介護者向けの研修会・

講習会

男性介護者が地域とつなが

ることのできる環境

男性介護者が集える会合の

場

その他

無回答

36.4%

36.1%

21.1%

11.3%

26.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

男性介護者が地域とつなが

ることのできる環境

男性介護者向けの研修会・

講習会

男性介護者が集える会合の

場

その他

無回答
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（３）介護職のイメージ 

介護職のイメージとしてもっているものはどれですか。（あてはまるすべての番号に○） 

介護職のイメージとして「体力的、精神的にきつそう」と回答した割合が最も高く、若年

者では 86.4％、一般高齢者では 66.9％となっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）  

 
 

■ 一般高齢者調査（n＝5,546）  
86.4%

70.5%

60.2%

52.4%

44.1%

26.1%

21.9%

6.9%

2.6%

1.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

体力的、精神的にきつそう

給与など雇用面での待遇が悪そう

高齢化により今後需要が伸びていく

夜勤が多くて大変そう

専門的な介護技術を要する

多くの人に感謝される尊敬できる職種

人や社会の役に立ち働きがいがある

何歳になっても続けることができる

家庭生活と両立できる

無回答

66.9%

60.0%

53.7%

50.1%

43.7%

41.6%

26.1%

8.9%

7.0%

8.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

体力的、精神的にきつそう

高齢化により今後需要が伸びていく

給与など雇用面での待遇が悪そう

専門的な介護技術を要する

夜勤が多くて大変そう

多くの人に感謝される尊敬できる職種

人や社会の役に立ち働きがいがある

何歳になっても続けることができる

家庭生活と両立できる

無回答
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15．近親者（家族）に対する介護の実施状況について 

（１）介護の状況 

あなたは今（過去に）介護をしていますか。（１つの番号に○） 

近親者（家族）に対する介護について、「している」と回答した割合は若年者では 11.4％、

一般高齢者では 8.2％となっており、約 1 割となっています。 

■ 若年者調査（n＝1,004）               ■ 一般高齢者調査（n＝5,546） 

 

 

現在介護をしている人、もしくは直近に介護をした人についてお答えください。 

その方（要介護者）はどなたですか。（１つの番号に○） 

現在、介護を「している」、あるいは「していた」人について、「自分の親」最も多く、若

年者では 68.6％、一般高齢者では 42.5％となっており、次いで配偶者の親となっています。 

■ 若年者調査（n＝293）                ■ 一般高齢者調査（n＝1,803） 

   

している

11.4%

過去にしていた

17.8%

したことがない

68.9%

無回答

1.9%

68.6%

14.3%

3.4%

1.7%

7.8%

4.1%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

自分の親

配偶者の親

配偶者

兄弟・姉妹

その他

無回答

している

8.2%

過去にしていた

24.3%

したことがない

59.0%

無回答

8.5%

42.5%

19.5%

22.1%

2.9%

4.7%

8.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

自分の親

配偶者の親

配偶者

兄弟・姉妹

その他

無回答
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現在介護をしている人、もしくは直近に介護をした人についてお答えください。 

その方（要介護者）はどこで生活していますか（生活していましたか）。（１つの番号に○） 

介護をしている、あるいは介護をしていた要介護者が生活している場所として「自宅で同

居している」と回答した割合がもっとも高く、若年者では 32.4％、一般高齢者では 45.0％

となっています。 

■ 若年者調査（n＝293）                ■ 一般高齢者調査（n＝1,803） 

 

 

現在介護をしている人、もしくは直近に介護をした人についてお答えください。 

介護の期間はどの程度ですか（どの程度でしたか）。（１つの番号に○） 

介護の期間について、「１年～３年」と回答した割合がもっとも多く、若年者では 33.1％、

一般高齢者では 30.5％と３割程度となり、「５年以上」と回答した方についても若年者では

25.3％、一般高齢者では 28.2％となっています。 

■ 若年者調査（n＝293）                ■ 一般高齢者調査（n＝1,803） 

   

自宅（あなたと同居）

32.4%

自宅（あなたとは別居）

32.1%

施設

22.9%

病院

6.5%

無回答

6.1%

１年未満

21.2%

１年以上～３年未満

33.1%

３年以上～５年未満

18.8%

５年以上

25.3%

無回答

1.7%

自宅（あなたと同居）

45.0%

自宅（あなたとは別居）

20.2%

施設

17.9%

病院

7.8%

無回答

9.1%

１年未満

18.4%

１年以上～３年未満

30.5%３年以上～５年未満

19.5%

５年以上

28.2%

無回答

3.4%
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現在介護をしている人、もしくは直近に介護をした人についてお答えください。 

１日あたりの介護の頻度はどの程度ですか（どの程度でしたか）。（１つの番号に○） 

１日あたりの介護の頻度について、「必要な時に手を貸す程度」が最も多く、若年者では

58.7％、一般高齢者では 43.4％となる一方、「ほぼ毎日」と回答した割合について若年者で

は 12.6％、一般高齢者では 22.4％となっています。 

■ 若年者調査（n＝293）                ■ 一般高齢者調査（n＝1,803） 

 

 

現在介護をしている人、もしくは直近に介護をした人についてお答えください。 

１週間あたりの介護の頻度はどの程度ですか（どの程度でしたか）。（１つの番号に○） 

１週間あたりの介護の頻度について、「ほぼ毎日」が最も多く、若年者では 36.9％、一般

高齢者では 51.6％となっています。 

■ 若年者調査（n＝293）                ■ 一般高齢者調査（n＝1,803） 

   

必要な時に手を貸す程度

58.7%

２～３時間

程度

12.6%

半日程度

12.6%

ほぼ終日

12.6%

無回答

3.4%

１日未満

22.9%

１～２日程度

21.8%
３～４日程度

14.3%

ほぼ毎日

36.9%

無回答

4.1%

必要な時に手を貸す程度

43.4%

２～３時間

程度

13.6%

半日程度

14.1%

ほぼ終日

22.4%

無回答

6.4%

１日未満

12.8%

１～２日程度

15.4%

３～４日程度

13.1%

ほぼ毎日

51.6%

無回答

7.1%
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現在介護をしている人、もしくは直近に介護をした人についてお答えください。 

介護のために要する片道の移動時間はどの程度ですか（どの程度でしたか）。（１つの番号に

○） 

介護のために要する片道の移動時間について、「30 分未満」が最も多く、若年者では

46.4％％、一般高齢者では 36.4％となっています。 

■ 若年者調査（n＝293）                ■ 一般高齢者調査（n＝1,803） 

 

 

現在介護をしている人、もしくは直近に介護をした人についてお答えください。 

その方の（要介護者）介護にあたり協力者はいますか（いましたか）。あなたから見た続柄

でお答えください。（あてはまるすべての番号に○） 

介護にあたっての協力者について、「配偶者」や「自分の兄弟・姉妹」が多くなっていま

す。 

■ 若年者調査（n＝293）                ■ 一般高齢者調査（n＝1,803）   

３０分未満

46.4%

３０分以上１時間未満

21.8%

１時間以上２時間未満

14.3%

２時間以上

9.9%

無回答

7.5%

34.1%

8.2%

7.8%

37.9%

4.8%

21.5%

8.2%

15.0%

2.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

配偶者

娘

息子

自分の兄弟・姉妹

配偶者の兄弟・姉妹

親

その他

いない

無回答

３０分未満

36.4%

３０分以上１時間未満

17.7%

１時間以上２時間未満

10.3%

２時間以上

9.9%

無回答

25.7%

36.4%

16.9%

13.6%

26.6%

8.0%

3.2%

5.9%

14.2%

4.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

配偶者

娘

息子

自分の兄弟・姉妹

配偶者の兄弟・姉妹

親

その他

いない

無回答
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（２）ダブルケアの状況 

現在介護をしている人、もしくは直近に介護をした人はお答えください。 

あなたは、お答えいただいた以外の方を、同時期に介護や子育てしていますか（していまし

たか）。（１つの番号に○） 

介護と同時に子育てを行うダブルケアを行っている、あるいは行っていた割合について、

若年者では 22.9％、一般高齢者では 13.5％となっています。 

■ 若年者調査（n＝293）                ■ 一般高齢者調査（n＝1,803） 

 

 

（３）介護離職の状況 

現在介護をしている人、もしくは直近に介護をしている人はお答えください。 

あなた（主な介護者）は介護のために（当時していた）仕事をどのように対応しましたか。

（１つの番号に○） 

介護のために（当時していた）仕事をどのように対応したかについて、「辞めた」あるい

は「辞めることを検討している」と回答した割合は、若年者では 12.3％、一般高齢者では

11.2％と、介護離職が 1割となっています。 

■ 若年者調査（n＝293）                ■ 一般高齢者調査（n＝1,803）   

介護のみしている

（していた）

34.8%

子育てのみしている

（していた）

7.2%

どちらもしている

（していた）

22.9%

どちらもしていない

（していなかった）

28.3%

無回答

6.8%

11.6%

0.7%

37.2%

24.9%

2.7%

0.3%

19.1%

3.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

辞めた

辞めることを検討している

辞めないつもり（辞めな

かった）

労働時間を調整して続けて

いる（続けた）

転職した

転職を検討している

仕事をしていない（してい

なかった）

無回答

介護のみしている

（していた）

42.0%

子育てのみしている

（していた）

1.4%

どちらもしている

（していた）

13.5%

どちらもしていない

（していなかった）

25.2%

無回答

17.9%

10.8%

0.4%

18.2%

15.1%

0.8%

0.1%

42.7%

12.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

辞めた

辞めることを検討している

辞めないつもり（辞めな

かった）

労働時間を調整して続けて

いる（続けた）

転職した

転職を検討している

仕事をしていない（してい

なかった）

無回答
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介護のために仕事を辞めた、転職したと回答した方のみ、お答えください。 

仕事を辞めることになった理由は何ですか。（あてはまるすべての番号に○） 

介護のために（当時していた）仕事を「辞めた」あるいは「転職した」理由について、若

年者では「労働時間を調整することが難しかったから」が最も多く 38.1％となっており、一

般高齢者では「介護に専念したかった」が最も多く 40.4％となっています。 

■ 若年者調査（n＝42） 

 

 

■ 一般高齢者調査（n＝208）  
38.1%

33.3%

28.6%

23.8%

16.7%

11.9%

9.5%

7.1%

4.8%

4.8%

4.8%

4.8%

4.8%

2.4%

2.4%

0.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

労働時間を調整（短時間勤務や残業免除等）することが難しかったから

自分の希望として介護に専念したかったから

仕事と介護を両立していたが、自分の心身の健康状態が悪化したから

休暇（年休や介護休業等）を取得できなかった、または取得しづらかったから

その他

自宅と要介護者の居住地が離れていたから

仕事と介護の両立について、家族や親族から理解・協力が得られなかったから

仕事をしている間の介護サービスを確保できなかったから

要介護者が介護に専念することを希望したから

仕事と介護の両立のための相談先がなかったから

介護サービスに関する情報を知らなかったから

自分が休息するための介護サービスを確保できなかったから

施設に入所できなかったから

急な予定変更に対応できる介護サービスを確保できなかったから

介護に適した住環境ではなかったから

無回答

40.4%

24.0%

20.2%

15.9%

14.9%

12.5%

11.5%

11.1%

8.2%

7.2%

5.8%

4.3%

2.9%

2.9%

2.9%

1.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

自分の希望として介護に専念したかったから

労働時間を調整（短時間勤務や残業免除等）することが難しかったから

自宅と要介護者の居住地が離れていたから

仕事と介護を両立していたが、自分の心身の健康状態が悪化したから

仕事と介護の両立について、家族や親族から理解・協力が得られなかったから

要介護者が介護に専念することを希望したから

休暇（年休や介護休業等）を取得できなかった、または取得しづらかったから

その他

仕事をしている間の介護サービスを確保できなかったから

施設に入所できなかったから

仕事と介護の両立のための相談先がなかったから

急な予定変更に対応できる介護サービスを確保できなかったから

介護サービスに関する情報を知らなかったから

自分が休息するための介護サービスを確保できなかったから

介護に適した住環境ではなかったから

無回答
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介護のために仕事を辞めないで続けている（続けた）と回答した方のみ、お答えください。 

仕事を続けていられた理由は何ですか。（あてはまるすべての番号に○） 

介護のために（当時していた）仕事を「辞めないで続けられている」理由について、「家族

や親族からの理解・協力が得られたから」が最も多く、次いで「デイサービスやショートス

テイなどの在宅介護サービスを活用したから」となっています。 

■ 若年者調査（n＝182） 

 

 

■ 一般高齢者調査（n＝601）  
48.9%

40.1%

29.1%

28.6%

28.0%

25.3%

20.9%

16.5%

12.1%

7.7%

6.0%

6.0%

1.6%

1.1%

22.5%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

家族や親族からの理解・協力が得られたから

デイサービスやショートステイなどの在宅介護サービスを活用したから

労働時間を調整（短時間勤務や残業免除等）したから

施設に入所したから

要介護者の状態が仕事に影響を及ぼさない程度だったから

自宅と要介護者の居住地が近かったから

要介護者と同居したから

休暇（年休や介護休業等）を取得したから

介護サービスに関する情報を入手できたから

その他

仕事と介護の両立に関する相談先があったから

介護しやすい住環境が整備されていたから

在宅勤務を利用したから

特にない

無回答

46.3%

32.6%

29.5%

29.3%

28.5%

24.8%

20.0%

10.1%

9.5%

8.5%

7.7%

5.0%

2.8%

1.3%

33.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

家族や親族からの理解・協力が得られたから

デイサービスやショートステイなどの在宅介護サービスを活用したから

要介護者と同居したから

施設に入所したから

労働時間を調整（短時間勤務や残業免除等）したから

要介護者の状態が仕事に影響を及ぼさない程度だったから

自宅と要介護者の居住地が近かったから

その他

休暇（年休や介護休業等）を取得したから

介護サービスに関する情報を入手できたから

介護しやすい住環境が整備されていたから

仕事と介護の両立に関する相談先があったから

在宅勤務を利用したから

特にない

無回答
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介護のために仕事を辞めないで続けている（続けた）と回答した方のみ、お答えください。 

今後も働きながら介護を続けていけそうですか。（１つの番号に○） 

介護のために、今後も仕事を辞めないで続けられるかについて、「続けていける」と回答

した割合は若年者では 44.5％、一般高齢者では 21.8％となっています。 

■ 若年者調査（n＝293）                ■ 一般高齢者調査（n＝1,803） 

 
 

介護のために仕事を辞めないで続けている（続けた）と回答した方のみ、お答えください。 

どのような支援があれば仕事と介護の両立ができると思いますか。（あてはまるすべての番

号に○） 

介護のために、今後も仕事を辞めないで続けられるための支援について、若年者では「労

働時間を調整する仕組みの充実」が最も多く 44.7％、また、「休暇の充実、または取得しや

すい環境・職場意識」も高くなっており、職場環境改善を求める意見が多くなっています。

一方、一般高齢者では「必要な時にいつでも利用できるサービスの充実」「ショートステイ

など、休息のためのサービスの充実」が高くなっており、介護サービスの充実、レスパイト

サービスの充実を求める意見が多くなっています。 

■ 若年者調査（n＝293）   
20.9%

23.6%

6.6%

7.7%

7.1%

22.5%

11.5%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

今は仕事をしていない

わからない

無回答

44.7%

44.4%

42.3%

35.5%

34.1%

32.8%

29.7%

22.9%

21.8%

20.5%

19.5%

17.1%

3.1%

17.1%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

労働時間を調整（短時間勤務や介護休業等）する仕組みの充実

必要なときにいつでも利用できるサービスの充実

休暇（年休や介護休業等）の充実、または取得しやすい環境・職場意識

ショートステイなど、休息のためのサービスの充実

要介護者や家族・親族の理解と協力

早朝や夜間も対応できるデイサービスの充実

施設サービスの充実

定期的に自宅を巡回してくれるサービスの充実

介護しやすい住環境の整備

仕事と介護の両立に関する相談先の充実

介護のための在宅勤務の充実

介護サービスに関する情報の普及啓発

その他

無回答

8.7%

13.1%

2.5%

4.7%

23.3%

15.1%

32.6%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

今は仕事をしていない

わからない

無回答



第３章 調査の結果 「15．近親者（家族）に対する介護の実施状況について」 

176 

 

■ 一般高齢者調査（n＝1,803） 

 

 

（４）今後の介護の方法 

現在介護をしている方のみ、お答えください。 

今後の介護の方法はどのように考えていますか。（１つの番号に○） 

今後の介護の方法をどのように考えているかについて、若年者では「できる限り在宅で」

が最も多く 39.5％となっており、施設への入所については 27.1％となっています。一般高

齢者では「できる限り在宅で」が最も多く 29.5％となっており、施設への入所については

24.0％となっています。 

■ 若年者調査（n＝114）  

 

 

■ 一般高齢者調査（n＝454）  
33.4%

29.5%

24.1%

24.0%

21.9%

21.8%

19.1%

16.5%

13.4%

12.1%

10.4%

10.1%

3.5%

35.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

必要なときにいつでも利用できるサービスの充実

ショートステイなど、休息のためのサービスの充実

労働時間を調整（短時間勤務や介護休業等）する仕組みの充実

要介護者や家族・親族の理解と協力

休暇（年休や介護休業等）の充実、または取得しやすい環境・職場意識

施設サービスの充実

早朝や夜間も対応できるデイサービスの充実

定期的に自宅を巡回してくれるサービスの充実

介護しやすい住環境の整備

介護サービスに関する情報の普及啓発

介護のための在宅勤務の充実

仕事と介護の両立に関する相談先の充実

その他

無回答

39.5% 6.1% 7.9% 1.8% 17.5% 17.5% 9.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

可能な限り在宅で
一概に言えない
わからない
その他
無回答
必要に応じて施設への入所
できるだけ施設への入所

29.5% 4.4%
2.2%

2.0%
37.9% 12.3% 11.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
可能な限り在宅で
一概に言えない
わからない
その他
無回答
必要に応じて施設への入所
できるだけ施設への入所
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今後も可能な限り在宅で介護をしていくと回答した方のみ、お答えください。 

可能な限り在宅で介護していくためには何が必要だと思いますか。（あてはまるすべての番

号に○） 

今後も可能な限り在宅で介護を続けていくために必要なこととして、若年者では「介護す

る家族が休息をとれるようなサービス」が最も多く 62.2％となっており、一般高齢者では

「在宅医療の充実」が最も多く 45.5％となっています。 

■ 若年者調査（n＝45）  

 

 

■ 一般高齢者調査（n＝134）  
62.2%

53.3%

44.4%

42.2%

42.2%

40.0%

33.3%

20.0%

13.3%

2.2%

0.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

介護する家族が休息をとれるようなサービス

困ったときに気軽に介護相談ができる場所

在宅医療の充実

介護しやすい住環境

デイサービスを中心に訪問や宿泊を組み合わせ、介護や看護を柔軟に受けられ

るサービス

２４時間、定期的な巡回と随時の訪問で、介護や看護、緊急時の対応などが受

けられるサービス

デイサービスを中心に訪問や宿泊を組み合わせ、介護を柔軟に受けられるサー

ビス

家族が介護するための技術を習得できる場所

介護する家族同士がお互いに知識や悩みを共有できる場所

その他

無回答

45.5%

41.8%

39.6%

38.1%

37.3%

28.4%

16.4%

11.9%

8.2%

5.2%

2.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

在宅医療の充実

介護する家族が休息をとれるようなサービス

困ったときに気軽に介護相談ができる場所

デイサービスを中心に訪問や宿泊を組み合わせ、介護や看護を柔軟に受けら

れるサービス

デイサービスを中心に訪問や宿泊を組み合わせ、介護を柔軟に受けられる

サービス

介護しやすい住環境

２４時間、定期的な巡回と随時の訪問で、介護や看護、緊急時の対応などが

受けられるサービス

家族が介護するための技術を習得できる場所

介護する家族同士がお互いに知識や悩みを共有できる場所

その他

無回答
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今後の介護について施設の入所を考えていると回答した方のみ、お答えください。  

既に申込みをしている施設はありますか。（あてはまるすべての番号に○） 

今後の介護について施設の入所を考えている方が、施設への申込みを行っている状況につ

いては以下の通りとなっています。 

■ 若年者調査（n＝31）                ■ 一般高齢者調査（n＝109） 

 

 

既に申込みをしている施設があると回答した方のみ、お答えください 

最初に申込みをしてからどのくらいの期間が経ちましたか。 

施設への申込みを行ってからの経過期間は若年者では 1 年未満が 56.3％、一般高齢者で

は 1年未満が 35.8％となっています。 

■ 若年者調査（n＝16）                ■ 一般高齢者調査（n＝53） 

   

54.8%

25.8%

9.7%

6.5%

3.2%

3.2%

3.2%

3.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

申込みはしていない

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

その他

グループホーム

サービス付き高齢者住宅

有料老人ホーム

無回答

１年未満

56.3%

１年以上

2年未満

6.3%

2年以上

3年未満

0.0%

3年以上

4年未満

6.3%

４年以上

12.5%

無回答

18.8%

45.0%

22.0%

10.1%

8.3%

3.7%

2.8%

1.8%

14.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

申込みはしていない

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

有料老人ホーム

サービス付き高齢者住宅

その他

グループホーム

無回答

１年未満

35.8%

１年以上

2年未満

7.5%

2年以上

3年未満

13.2%

3年以上

4年未満

5.7%

４年以上

18.9%

無回答

18.9%
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既に申込みをしている施設があると回答した方のみ、お答えください 

施設より入所許可の連絡があったらあなたはどうしますか。（１つの番号に○） 

申込んでいる施設より入所許可の連絡があった場合、「すぐに入所手続きを行う」「本人と

話し合い入所を希望したら入所手続きをする」と回答した割合は、若年者では 50.0％、一般

高齢者では 67.9％となっています。 

■ 若年者調査（n＝16）  

 

 

■ 一般高齢者調査（n＝53） 

  37.5% 12.5% 0.0% 6.3% 25.0% 0.0% 18.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

すぐに入所手続きをする

本人と話し合い入所を希望したら入所手続きをする

わからない

その他

無回答

今のところ在宅で介護できそうなので辞退する

入院しているのでひとまず辞退する

41.5% 26.4% 7.5% 5.7% 13.2% 3.8%
1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

すぐに入所手続きをする

本人と話し合い入所を希望したら入所手続きをする

わからない

その他

無回答

今のところ在宅で介護できそうなので辞退する

入院しているのでひとまず辞退する
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16. ご本人（あて名の方）に対する介護の実施状況について 

（１）介護の状況 

ご本人（あて名の方）を主に介護している方（以下「主な介護者」といいます。）は、ご本人

から見てどなたですか。（１つに○） 

主な介護者について、「配偶者」が最も多く、事業対象者・要支援認定者では 20.0％、「軽

度」要介護認定者では 34. 5％、「重度」要介護認定者では 40.1％となっており、次いで「娘」

となっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 
 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768）   

20.0%

10.5%

6.6%

1.8%

1.0%

0.2%

1.7%

0.0%

0.5%

9.9%

47.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

配偶者

娘

息子

子の配偶者

兄弟・姉妹

孫

親

配偶者の親

その他

介護はしていない

無回答

40.1%

20.6%

13.2%

2.1%

2.7%

0.1%

1.6%

0.3%

2.3%

3.6%

13.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

配偶者

娘

息子

子の配偶者

兄弟・姉妹

孫

親

配偶者の親

その他

介護はしていない

無回答

34.5%

19.4%

9.5%

4.1%

1.6%

0.2%

1.9%

0.2%

2.2%

3.5%

22.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

配偶者

娘

息子

子の配偶者

兄弟・姉妹

孫

親

配偶者の親

その他

介護はしていない

無回答
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令和元年 11月１日現在のあなた（主な介護者）の年齢を記入してください。（数字を記入） 

主な介護者の年齢について、「軽度」要介護認定者では 50 歳から 85 歳まで、ほぼ均等と

なっていますが、「重度」要介護認定者では 70 歳から 75 歳が最も多く、その年代を中心と

して介護を行っている状況が伺えます。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=1,614）      ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,584） 

 
 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 
 

あなた（主な介護者）の性別をお答えください。（どちらかの番号に○） 

主な介護者の性別について、いずれも「男性」より「女性」の割合が高く６割を超えてい

ます。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166）   

0.0%

0.3%

0.6%

0.9%

4.4%

8.9%

11.4%

10.2%

13.3%

9.5%

15.7%

13.3%

6.9%

1.5%

0.3%

2.8%

0.0% 25.0% 50.0%

30歳未満

30歳以上35歳未満

35歳以上40歳未満

40歳以上45歳未満

45歳以上50歳未満

50歳以上55歳未満

55歳以上60歳未満

60歳以上65歳未満

65歳以上70歳未満

70歳以上75歳未満

75歳以上80歳未満

80歳以上85歳未満

85歳以上90歳未満

90歳以上95歳未満

95歳以上

無回答

0.0%

0.3%

0.5%

0.8%

3.0%

8.0%

11.3%

9.6%

14.0%

16.5%

15.2%

9.9%

6.8%

1.7%

0.6%

1.9%

0.0% 25.0% 50.0%

30歳未満

30歳以上35歳未満

35歳以上40歳未満

40歳以上45歳未満

45歳以上50歳未満

50歳以上55歳未満

55歳以上60歳未満

60歳以上65歳未満

65歳以上70歳未満

70歳以上75歳未満

75歳以上80歳未満

80歳以上85歳未満

85歳以上90歳未満

90歳以上95歳未満

95歳以上

無回答

男性

35.6%
女性

61.5%

無回答

2.9%

0.2%

0.2%

0.3%

0.9%

4.5%

9.6%

11.8%

11.7%

11.3%

11.0%

13.0%

12.3%

8.1%

1.6%

0.6%

2.9%

0.0% 25.0% 50.0%

30歳未満

30歳以上35歳未満

35歳以上40歳未満

40歳以上45歳未満

45歳以上50歳未満

50歳以上55歳未満

55歳以上60歳未満

60歳以上65歳未満

65歳以上70歳未満

70歳以上75歳未満

75歳以上80歳未満

80歳以上85歳未満

85歳以上90歳未満

90歳以上95歳未満

95歳以上

無回答

男性

35.2%
女性

62.4%

無回答

2.3%
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■ 「重度」要介護認定者調査（n=637） 

 

 

あなた（主な介護者）の職業をお答えください。（１つの番号に○） 

主な介護者の職業について、「無職」の割合が最も高く３割以上となっており、次いで「専

業主婦・専業主夫」となっている一方、「会社員」「公務員」「自営業」「パート・アルバイト」

など、就業しながらという方についても３割を超えています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637）   

男性

35.6%
女性

63.0%

無回答

1.4%

14.9%

1.8%

5.7%

15.1%

27.7%

30.2%

1.9%

2.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

会社員

公務員

自営業

パート・アルバイト

専業主婦・専業主夫

無職

その他

無回答

12.4%

1.4%

4.4%

11.8%

28.9%

37.5%

1.7%

1.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

会社員

公務員

自営業

パート・アルバイト

専業主婦・専業主夫

無職

その他

無回答

13.5%

2.0%

5.1%

13.1%

26.7%

34.2%

2.5%

2.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

会社員

公務員

自営業

パート・アルバイト

専業主婦・専業主夫

無職

その他

無回答
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現在、あなた（主な介護者）が行っている介護等についてお答えください。（あてはまるす

べての番号に○） 

主な介護者が行っている介護について、要支援認定者及び「軽度」要介護認定者では「外

出の付き添い・送迎」「掃除・選択などの家事」「食事の準備」「金銭管理」が主なものとなっ

ています。「重度」要介護認定者ではこれらの介護に加えて「服薬」「衣服の着脱」となって

います。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       

 
 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 
 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637）  
61.6%

53.7%
52.3%

44.8%
12.9%

10.4%
8.2%
7.8%
7.5%
7.3%
6.7%

3.7%
1.9%
1.9%
1.6%
1.5%

6.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

外出の付き添い、送迎等
その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

食事の準備（調理等）
金銭管理や生活面に必要な手続き

服薬
入浴・洗身

屋内の移乗・移動
その他

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）
衣服の着脱

認知症状への対応
身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

夜間の排泄
食事の介助（食べる時）

わからない
日中の排泄

無回答

71.4%
70.6%
69.5%

67.2%
44.2%

29.8%
22.7%
22.2%

18.7%
18.0%

16.7%
8.0%
7.3%
7.1%

4.8%
0.5%

3.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

外出の付き添い、送迎等
食事の準備（調理等）

金銭管理や生活面に必要な手続き
その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

服薬
認知症状への対応

衣服の着脱
入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）
医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

屋内の移乗・移動
日中の排泄
夜間の排泄

食事の介助（食べる時）
その他

わからない
無回答

79.6%
71.6%

69.1%
62.0%

59.3%
55.3%

43.2%
43.0%

37.5%
34.1%

31.9%
30.3%

26.2%
25.7%

9.9%
0.2%
2.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

金銭管理や生活面に必要な手続き
食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）
外出の付き添い、送迎等

服薬
衣服の着脱

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）
屋内の移乗・移動

日中の排泄
夜間の排泄

食事の介助（食べる時）
認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）
入浴・洗身

その他
わからない

無回答
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ご本人（あて名の方）はどちらにいらっしゃいますか。（１つの番号に○） 

介護を受けるご本人の居住について、自宅で同居の割合が最も高く、約 67％となっていま

す。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637） 

 

 

介護の期間はどの程度ですか。（１つの番号に○） 

介護を行っている期間が「５年以上」と回答した方の割合について、事業対象者・要支援

認定者では 21.5％、「軽度」要介護認定者では 29.8％、「重度」要介護認定者では 41.0％と

なっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637）   

自宅（2世帯を含む同居）

66.8%

自宅（別居）

27.7%

病院

0.3%

施設

2.2%
無回答

3.1%

自宅（2世帯を含む同居）

66.1%自宅（別居）

12.1%

病院

7.8%

施設

11.5%

無回答

2.5%

１年未満

19.0%

１年以上～

３年未満

31.3%

３年以上～

５年未満

15.5%

５年以上

21.5%

無回答

12.6%

１年未満

14.8%

１年以上～

３年未満

22.5%
３年以上～

５年未満

20.3%

５年以上

41.0%

無回答

1.4%

１年未満

11.7%

１年以上～

３年未満

32.1%
３年以上～

５年未満

21.5%

５年以上

29.8%

無回答

4.8%

自宅（2世帯を含む同居）

68.4%
自宅（別居）

23.0%

病院

1.5%

施設

4.3%

無回答

2.9%
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１日あたりの介護の頻度はどの程度ですか（どの程度でしたか）。（１つの番号に○） 

１日あたりの介護の頻度について、「必要な時に手を貸す程度」が最も多く、事業対象者・

要支援認定者では 76.1％、「軽度」要介護認定者では 57.7％となる一方、「重度」要介護認

定者では「必要な時に手を貸す程度」と回答した割合が 36.4％となるとともに、「ほぼ毎日」

と回答した割合について 33.6％となっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 
 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637） 

 

 

１週間あたりの介護の頻度はどの程度ですか。（１つの番号に○） 

1週間あたりの介護の頻度について、「ほぼ毎日」と回答した割合が最も高く、「重度」要

介護認定者では 69.5％となっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637）   

必要な時に手を貸す程度

76.1%

２～３時間程度

7.3%

半日程度

3.7%

ほぼ終日

3.4%
無回答

9.5%

必要な時に手を貸す程度

36.4%

２～３時間程度

11.8%

半日程度

13.2%

ほぼ終日

33.6%

無回答

5.0%

１日未満

25.3%

１～２日程度

18.7%
３～４日程度

8.3%

ほぼ毎日

31.5%

無回答

16.1%

１日未満

9.3%
１～２日程度

7.4%

３～４日程度

7.8%

ほぼ毎日

69.5%

無回答

6.0%

必要な時に手を貸す程度

57.7%

２～３時間程度

16.5%

半日程度

9.8%

ほぼ終日

10.6%

無回答

5.4%

１日未満

10.6%

１～２日程度

11.8%

３～４日程度

8.8%ほぼ毎日

59.1%

無回答

9.6%
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介護のために要する片道の移動時間はどの程度ですか。（１つの番号に○） 

介護のために要する片道の移動時間について、「30 分未満」と回答した割合が最も多く、

約 45％程度となっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637） 

 

 

ご本人（あて名の方）の介護にあたり協力者はいますか。あなた（主介護者）から見た続柄

でお答えください。（あてはまるすべての番号に○） 

介護にあたっての協力者について、事業対象者・要支援認定者、「軽度」要介護認定者で

は「配偶者」が最も多く、「重度」要介護認定者では「娘」が最も多くなっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637）   

３０分未満

45.8%

３０分以上１時間未満

13.3%

１時間以上２時間未満

9.2%

２時間以上

2.9%

無回答

28.7%

３０分未満

44.4%

３０分以上１時間未満

11.8%

１時間以上２時間未満

4.4%

２時間以上

4.1%

無回答

35.3%

30.6%

21.7%

19.8%

15.5%

1.8%

1.8%

3.5%

21.1%

7.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

配偶者

娘

息子

自分の兄弟・姉妹

配偶者の兄弟・姉妹

親

その他

いない

無回答

23.1%

26.1%

21.7%

15.7%

1.7%

2.7%

7.7%

21.5%

2.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

配偶者

娘

息子

自分の兄弟・姉妹

配偶者の兄弟・姉妹

親

その他

いない

無回答

３０分未満

47.7%

３０分以上１時間未満

12.0%

１時間以上２時間未満

7.7%

２時間以上

3.0%

無回答

29.6%

29.5%

22.4%

20.4%

17.2%

2.1%

1.9%

5.7%

21.1%

4.6%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

配偶者

娘

息子

自分の兄弟・姉妹

配偶者の兄弟・姉妹

親

その他

いない

無回答
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（２）ダブルケアの状況 

あなた（主介護者）は、ご本人（あて名の方）以外の方を、同時期に介護や子育てしていま

すか（していましたか）。（１つの番号に○） 

介護と同時に子育てを行うダブルケアを行っている、あるいは行っていた割合について、

事業対象者・要支援認定者では 11.3％、「軽度」要介護認定者では 10.2％、「重度」要介護

認定者では 11.5％となっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637） 

   

介護のみしている

（していた）

29.1%
子育てのみしている

（していた）

3.1%

どちらもしている

（していた）

11.3%

どちらもしていない

（していなかった）

44.4%

無回答

12.2%

介護のみしている

（していた）

42.9%

子育てのみしている

（していた）

2.4%

どちらもしている

（していた）

11.5%

どちらもしていない

（していなかった）

36.4%

無回答

6.9%

介護のみしている

（していた）

36.5%

子育てのみしている

（していた）

4.2%

どちらもしている

（していた）

10.2%

どちらもしていない

（していなかった）

40.5%

無回答

8.6%
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（３）介護離職の状況 

あなた（主な介護者）は介護のために（当時していた）仕事をどのように対応しましたか。

（１つの番号に○） 

介護のために仕事をどのように対応したかについて、「辞めた」あるいは「辞めることを

検討している」と回答した割合は、事業対象者・要支援認定者では 6.9％、「軽度」要介護認

定者では 11.6％、「重度」要介護認定者では 18.0％となっており、要介護状態が重度化にな

るほど離職の意向が高まっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637）   

5.6%

1.3%

18.9%

13.5%

1.6%

0.0%

41.0%

18.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

辞めた

辞めることを検討している

辞めないつもり（辞めな

かった）

労働時間を調整して続けて

いる（続けた）

転職した

転職を検討している

仕事をしていない（してい

なかった）

無回答

16.6%

1.4%

12.7%

13.8%

0.8%

0.5%

44.1%

10.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

辞めた

辞めることを検討している

辞めないつもり（辞めな

かった）

労働時間を調整して続けて

いる（続けた）

転職した

転職を検討している

仕事をしていない（してい

なかった）

無回答

10.4%

1.2%

13.7%

15.6%

2.7%

0.3%

42.5%

13.6%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

辞めた

辞めることを検討している

辞めないつもり（辞めな

かった）

労働時間を調整して続けて

いる（続けた）

転職した

転職を検討している

仕事をしていない（してい

なかった）

無回答
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介護のために仕事を辞めた、転職したと回答した方のみ、お答えください。 

仕事を辞めることになった理由は何ですか。（あてはまるすべての番号に○） 

介護のために（当時していた）仕事を「辞めた」あるいは「転職した」理由について、事

業対象者・要支援認定者では「介護に専念したかったから」が最も多く、次いで「労働時間

を調整することが難しかったから」となっており、「軽度」要介護認定者、「重度」要介護認

定者ではこれらに加えて、「自身の健康状態が悪化したから」と回答した割合が高くなって

います。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=49）   

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=153）  
36.7%

34.7%

16.3%

16.3%

16.3%

14.3%

14.3%

10.2%

8.2%

6.1%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

0.0%

2.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

自分の希望として介護に専念したかったから

労働時間を調整（短時間勤務や残業免除等）することが難しかったから

自宅と要介護者の居住地が離れていたから

仕事と介護を両立していたが、自分の心身の健康状態が悪化したから

その他

要介護者が介護に専念することを希望したから

休暇（年休や介護休業等）を取得できなかった、または取得しづらかったから

仕事と介護の両立について、家族や親族から理解・協力が得られなかったから

仕事をしている間の介護サービスを確保できなかったから

仕事と介護の両立のための相談先がなかったから

介護サービスに関する情報を知らなかったから

自分が休息するための介護サービスを確保できなかったから

施設に入所できなかったから

介護に適した住環境ではなかったから

急な予定変更に対応できる介護サービスを確保できなかったから

無回答

41.2%

29.4%

27.5%

20.3%

14.4%

13.7%

11.8%

11.1%

9.8%

9.2%

5.2%

4.6%

3.9%

3.9%

2.6%

2.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

労働時間を調整（短時間勤務や残業免除等）することが難しかったから

仕事と介護を両立していたが、自分の心身の健康状態が悪化したから

自分の希望として介護に専念したかったから

休暇（年休や介護休業等）を取得できなかった、または取得しづらかったから

仕事と介護の両立について、家族や親族から理解・協力が得られなかったから

要介護者が介護に専念することを希望したから

自宅と要介護者の居住地が離れていたから

その他

急な予定変更に対応できる介護サービスを確保できなかったから

仕事をしている間の介護サービスを確保できなかったから

仕事と介護の両立のための相談先がなかったから

施設に入所できなかったから

介護サービスに関する情報を知らなかったから

自分が休息するための介護サービスを確保できなかったから

介護に適した住環境ではなかったから

無回答
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■ 「重度」要介護認定者調査（n=111） 

 

 

介護のために仕事を辞めないで続けている（続けた）と回答した方のみ、お答えください。 

仕事を続けていられた理由は何ですか。（あてはまるすべての番号に○） 

介護のために仕事を辞めないで続けられている理由について、事業対象者・要支援認定者

では「仕事に影響を及ぼさない程度だった」が最も多く、次いで「家族や親族からの理解・

協力が得られたから」となっている一方、「軽度」要介護認定者、「重度」要介護認定者では

「デイサービスやショートステイなどの在宅介護サービスを活用したから」が最も多く、次

いで「労働時間を調整したから」となっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=221）    
46.8%

34.2%

25.2%

19.8%

18.9%

16.2%

13.5%

13.5%

9.9%

8.1%

7.2%

6.3%

5.4%

2.7%

2.7%

2.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

自分の希望として介護に専念したかったから

労働時間を調整（短時間勤務や残業免除等）することが難しかったから

仕事と介護を両立していたが、自分の心身の健康状態が悪化したから

要介護者が介護に専念することを希望したから

仕事をしている間の介護サービスを確保できなかったから

休暇（年休や介護休業等）を取得できなかった、または取得しづらかったから

自宅と要介護者の居住地が離れていたから

その他

仕事と介護の両立について、家族や親族から理解・協力が得られなかったから

急な予定変更に対応できる介護サービスを確保できなかったから

仕事と介護の両立のための相談先がなかったから

施設に入所できなかったから

介護サービスに関する情報を知らなかったから

自分が休息するための介護サービスを確保できなかったから

介護に適した住環境ではなかったから

無回答

38.5%

27.6%

27.1%

20.4%

18.6%

15.8%

10.4%

7.2%

6.8%

5.9%

4.1%

3.6%

3.2%

3.2%

4.1%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

要介護者の状態が仕事に影響を及ぼさない程度だったから

家族や親族からの理解・協力が得られたから

労働時間を調整（短時間勤務や残業免除等）したから

自宅と要介護者の居住地が近かったから

要介護者と同居したから

デイサービスやショートステイなどの在宅介護サービスを活用したから

休暇（年休や介護休業等）を取得したから

その他

介護サービスに関する情報を入手できたから

施設に入所したから

特にない

在宅勤務を利用したから

仕事と介護の両立に関する相談先があったから

介護しやすい住環境が整備されていたから

無回答
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■ 「軽度」要介護認定者調査（n=342） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=169） 

   

46.2%

35.4%

34.5%

33.6%

25.7%

23.4%

16.7%

10.5%

6.4%

5.8%

5.8%

3.2%

2.9%

2.3%

3.5%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

デイサービスやショートステイなどの在宅介護サービスを活用したから

労働時間を調整（短時間勤務や残業免除等）したから

要介護者の状態が仕事に影響を及ぼさない程度だったから

家族や親族からの理解・協力が得られたから

自宅と要介護者の居住地が近かったから

要介護者と同居したから

休暇（年休や介護休業等）を取得したから

介護サービスに関する情報を入手できたから

その他

施設に入所したから

介護しやすい住環境が整備されていたから

仕事と介護の両立に関する相談先があったから

在宅勤務を利用したから

特にない

無回答

48.5%

35.5%

29.0%

23.7%

18.3%

18.3%

14.2%

12.4%

11.2%

7.7%

7.1%

5.3%

1.2%

0.0%

1.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

デイサービスやショートステイなどの在宅介護サービスを活用したから

労働時間を調整（短時間勤務や残業免除等）したから

家族や親族からの理解・協力が得られたから

要介護者と同居したから

施設に入所したから

要介護者の状態が仕事に影響を及ぼさない程度だったから

休暇（年休や介護休業等）を取得したから

その他

自宅と要介護者の居住地が近かったから

介護サービスに関する情報を入手できたから

仕事と介護の両立に関する相談先があったから

介護しやすい住環境が整備されていたから

在宅勤務を利用したから

特にない

無回答
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介護のために仕事を辞めないで続けている（続けた）と回答した方のみ、お答えください。 

今後も働きながら介護を続けていけそうですか。（１つの番号に○） 

介護のために、今後も仕事を辞めないで続けられるかについて、「続けていける」と回答

した割合は、事業対象者・要支援認定者では 77.4％、「軽度」要介護認定者では 72.2％、「重

度」要介護認定者では 69.2％となっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=221）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=342） 

 
 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=169） 

   

32.6%

44.8%

3.2%

1.8%

12.2%

0.0%

5.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

今は仕事をしていない

わからない

無回答

19.5%

49.7%

6.5%

8.3%

10.1%

0.0%

5.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

今は仕事をしていない

わからない

無回答

18.7%

53.5%

7.0%

6.1%

11.1%

0.0%

3.5%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

今は仕事をしていない

わからない

無回答



第３章 調査の結果 「16. ご本人（あて名の方）に対する介護の実施状況について」 

193 

 

介護のために仕事を辞めないで続けている（続けた）と回答した方のみ、お答えください。 

どのような支援があれば仕事と介護の両立ができると思いますか。（あてはまるすべての番

号に○） 

今後も仕事を辞めないで続けられるための支援について、「必要な時にいつでも利用でき

るサービスの充実」が最も多くなっており、事業対象者・要支援認定者、「軽度」要介護認定

者では次いで「労働時間を調整する仕組みの充実」となっており、「重度」要介護認定者で

は「早朝や夜間も対応できるデイサービスの充実」「ショートステイなど、休息のためのサ

ービスの充実」が高くなっており、介護サービスの充実、レスパイトサービスの充実を求め

る意見が多くなっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683） 

 
 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

   

32.7%

21.2%

16.8%

14.9%

14.5%

13.3%

12.9%

12.7%

12.0%

11.9%

10.5%

8.3%

3.8%

41.1%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

必要なときにいつでも利用できるサービスの充実

労働時間を調整（短時間勤務や介護休業等）する仕組みの充実

休暇（年休や介護休業等）の充実、または取得しやすい環境・職場意識

要介護者や家族・親族の理解と協力

ショートステイなど、休息のためのサービスの充実

介護サービスに関する情報の普及啓発

施設サービスの充実

早朝や夜間も対応できるデイサービスの充実

定期的に自宅を巡回してくれるサービスの充実

介護しやすい住環境の整備

仕事と介護の両立に関する相談先の充実

介護のための在宅勤務の充実

その他

無回答

31.6%

24.3%

20.8%

19.6%

19.0%

18.1%

15.6%

11.1%

11.1%

10.4%

9.3%

8.7%

5.7%

37.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

必要なときにいつでも利用できるサービスの充実

労働時間を調整（短時間勤務や介護休業等）する仕組みの充実

ショートステイなど、休息のためのサービスの充実

休暇（年休や介護休業等）の充実、または取得しやすい環境・職場意識

要介護者や家族・親族の理解と協力

早朝や夜間も対応できるデイサービスの充実

施設サービスの充実

介護サービスに関する情報の普及啓発

定期的に自宅を巡回してくれるサービスの充実

介護のための在宅勤務の充実

仕事と介護の両立に関する相談先の充実

介護しやすい住環境の整備

その他

無回答
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■ 「重度」要介護認定者調査（n=637） 

 

 

（４）今後の介護の方法 

今後の介護の方法はどのように考えていますか。（１つの番号に○） 

今後の介護の方法をどのように考えているかについて、事業対象者・要支援認定者では「で

きる限り在宅で」が 43.6％となっており、施設への入所については 19.8％となっています。

「軽度」要介護認定者では「できる限り在宅で」が 40.7％、施設への入所については 32.1％、

「重度」要介護認定者「できる限り在宅で」が 41.8％、施設への入所については 32.0％と

なっており、要介護状態になることで、施設への入所を考える傾向が高くなっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683） 

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166）  
33.8%

25.4%

23.9%

23.4%

19.9%

19.5%

18.4%

12.7%

12.4%

11.1%

10.8%

10.7%

6.3%

36.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

必要なときにいつでも利用できるサービスの充実

早朝や夜間も対応できるデイサービスの充実

ショートステイなど、休息のためのサービスの充実

労働時間を調整（短時間勤務や介護休業等）する仕組みの充実

施設サービスの充実

休暇（年休や介護休業等）の充実、または取得しやすい環境・職場意識

要介護者や家族・親族の理解と協力

介護サービスに関する情報の普及啓発

介護しやすい住環境の整備

介護のための在宅勤務の充実

定期的に自宅を巡回してくれるサービスの充実

仕事と介護の両立に関する相談先の充実

その他

無回答

43.6%

0.3%

12.3% 6.9% 17.1% 16.0% 3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

可能な限り在宅で

一概に言えない

わからない

その他

無回答

必要に応じて施設への入所

できるだけ施設への入所

40.7%

1.1%

8.3% 4.6% 13.1% 24.2% 7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

可能な限り在宅で

一概に言えない

わからない

その他

無回答

必要に応じて施設への入所

できるだけ施設への入所
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■ 「重度」要介護認定者調査（n=637） 

 
 

今後も可能な限り在宅で介護をしていくと回答した方のみ、お答えください。 

可能な限り在宅で介護していくためには何が必要だと思いますか。（あてはまるすべての番

号に○） 

今後も可能な限り在宅で介護を続けていくために必要なこととして、事業対象者・要支援

認定者では「困ったときに気軽に介護相談ができる場所」が最も多く 51.7％となっており、

「軽度」要介護認定者、「重度」要介護認定者では「介護する家族が休息をとれるようなサ

ービス」が最も多くなっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=298） 

 
 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=475）  
41.8%

2.5%

8.8% 3.5% 11.5% 17.1% 14.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
可能な限り在宅で

一概に言えない

わからない

その他

無回答

必要に応じて施設への入所

できるだけ施設への入所

51.7%

42.6%

34.9%

34.6%

34.2%

28.5%

19.1%

15.1%

9.7%

2.0%

3.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

困ったときに気軽に介護相談ができる場所

介護する家族が休息をとれるようなサービス

デイサービスを中心に訪問や宿泊を組み合わせ、介護や看護を柔軟に受けら

れるサービス

介護しやすい住環境

在宅医療の充実

デイサービスを中心に訪問や宿泊を組み合わせ、介護を柔軟に受けられる

サービス

２４時間、定期的な巡回と随時の訪問で、介護や看護、緊急時の対応などが

受けられるサービス

家族が介護するための技術を習得できる場所

介護する家族同士がお互いに知識や悩みを共有できる場所

その他

無回答

48.6%

44.2%

42.1%

40.8%

31.8%

30.9%

21.9%

14.3%

8.0%

1.9%

1.1%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

介護する家族が休息をとれるようなサービス

困ったときに気軽に介護相談ができる場所

デイサービスを中心に訪問や宿泊を組み合わせ、介護を柔軟に受けられ

るサービス

デイサービスを中心に訪問や宿泊を組み合わせ、介護や看護を柔軟に受

けられるサービス

在宅医療の充実

介護しやすい住環境

２４時間、定期的な巡回と随時の訪問で、介護や看護、緊急時の対応な

どが受けられるサービス

家族が介護するための技術を習得できる場所

介護する家族同士がお互いに知識や悩みを共有できる場所

その他

無回答
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■ 「重度」要介護認定者調査（n=266） 

 

 

今後の介護について施設の入所を考えていると回答した方のみ、お答えください。  

既に申込みをしている施設はありますか。（あてはまるすべての番号に○） 

今後の介護について施設への入所を考えている方が、施設への入所申込みを行っている状

況については以下の通りとなっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=135）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=374） 

 

            

■ 「重度」要介護認定者調査（n=204）   

53.0%

47.0%

39.8%

39.5%

38.7%

31.2%

30.8%

19.5%

13.5%

6.0%

2.6%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

介護する家族が休息をとれるようなサービス

デイサービスを中心に訪問や宿泊を組み合わせ、介護や看護を柔軟に受けら

れるサービス

困ったときに気軽に介護相談ができる場所

在宅医療の充実

デイサービスを中心に訪問や宿泊を組み合わせ、介護を柔軟に受けられる

サービス

２４時間、定期的な巡回と随時の訪問で、介護や看護、緊急時の対応などが

受けられるサービス

介護しやすい住環境

家族が介護するための技術を習得できる場所

介護する家族同士がお互いに知識や悩みを共有できる場所

その他

無回答

77.0%

7.4%

6.7%

5.9%

1.5%

0.7%

5.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

申込みはしていない

介護老人保健施設

有料老人ホーム

サービス付き高齢者住宅

グループホーム

その他

無回答

42.6%

33.3%

10.3%

5.9%

4.4%

2.9%

2.0%

5.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

申込みはしていない

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

有料老人ホーム

その他

グループホーム

サービス付き高齢者住宅

無回答

66.6%

11.2%

6.7%

5.6%

3.5%

2.1%

0.8%

10.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

申込みはしていない

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

サービス付き高齢者住宅

有料老人ホーム

グループホーム

その他

無回答
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既に申込みをしている施設があると回答した方のみ、お答えください 

最初に申込みをしてからどのくらいの期間が経ちましたか。 

既に施設への入所申込みをしている方の申込経過期間について、いずれも「1年未満」が

最も多くなっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=26）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=90） 

 
 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=101） 

 

 

既に申込みをしている施設があると回答した方のみ、お答えください 

施設より入所許可の連絡があったらあなたはどうしますか。（１つの番号に○） 

申込んでいる施設より入所許可の連絡があった場合、「すぐに入所手続きを行う」「本人と

話し合い入所を希望したら入所手続きをする」と回答した割合は、事業対象者・要支援認定

者では 65.4％、「軽度」要介護認定者では 66.7％、「重度」要介護認定者では 66.3％となっ

ています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=26） 

   

１年未満

34.6%

１年以上2年未満

7.7%

2年以上3年未満

7.7%
3年以上4年未満

3.8%

４年以上

3.8%

無回答

42.3%

１年未満

47.5%

１年以上2年未満

9.9%
2年以上3年未満

8.9%

3年以上4年未満

4.0%

４年以上

10.9%

無回答

18.8%

42.3% 23.1% 11.5% 11.5% 7.7% 3.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

すぐに入所手続きをする

本人と話し合い入所を希望したら入所手続きをする

わからない

その他

無回答

今のところ在宅で介護できそうなので辞退する

入院しているのでひとまず辞退する

１年未満

50.0%

１年以上2年未満

8.9%
2年以上3年未満

4.4%

3年以上4年未満

3.3%

４年以上

5.6%

無回答

27.8%
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■ 「軽度」要介護認定者調査（n=90） 

 
 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=101） 

 

 

（５）介護における悩み 

あなた（主な介護者）が現在もしくは今後介護を行う上で、困ることや悩むことは何だと思

いますか。（あてはまるすべての番号に○） 

今後介護を行う上で、困ることや悩むことについて「精神的に疲れる」と回答した割合が

最も高く事業対象者・要支援認定者では 29.4％、「軽度」要介護認定者では 47.1％、「重度」

要介護認定者では 48.4％となっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）  
38.9% 27.8% 4.4% 5.6% 16.7% 6.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

すぐに入所手続きをする

本人と話し合い入所を希望したら入所手続きをする

わからない

その他

無回答

今のところ在宅で介護できそうなので辞退する

入院しているのでひとまず辞退する

39.6% 26.7% 4.0% 8.9% 9.9% 7.9% 3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

すぐに入所手続きをする

本人と話し合い入所を希望したら入所手続きをする

わからない

その他

無回答

今のところ在宅で介護できそうなので辞退する

入院しているのでひとまず辞退する

29.4%

25.5%

21.7%

20.8%

16.3%

14.9%

13.2%

13.0%

11.7%

11.7%

11.3%

10.5%

10.1%

7.9%

6.6%

6.3%

5.4%

5.4%

5.0%

3.1%

2.0%

1.5%

1.2%

18.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

精神的に疲れる

緊急時の対応が大変である

腰痛などの身体的負担が大きい

早朝・夜間・深夜などの対応が大変である

イライラしご本人に怒鳴ってしまうことがある

介護を行う側の健康状態が良くない

急激に症状が悪化した場合の緊急受入施設がわからない、またはない

介護に要する費用がかかる

介護する時間がなかなかとれない

ご本人が介護サービスを使いたがらない

特にない

介護者のリフレッシュのための時間が取れない

介護の方法がわからない

相談する場所がわからない

認知症の人への対応の仕方がわからない

わからない

相談できる人がいない

認知症を診察してくれる医療機関（診療科）がわからない

ご本人の訴えを無視してしまうことがある

その他

家族や近隣の人などの理解が足りない

徘徊して行方がわからなくなるときがある

思わず手を上げてしまうことがある

無回答
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■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 
 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=101）  
47.1%

30.0%

27.8%

23.8%

22.0%

20.3%

19.1%

19.0%

17.9%

14.8%

12.4%

11.2%

8.6%

8.2%

6.8%

6.5%

5.4%

4.7%

4.1%

4.0%

2.7%

2.5%

1.7%

12.6%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

精神的に疲れる

緊急時の対応が大変である

イライラしご本人に怒鳴ってしまうことがある

早朝・夜間・深夜などの対応が大変である

腰痛などの身体的負担が大きい

介護に要する費用がかかる

介護を行う側の健康状態が良くない

ご本人が介護サービスを使いたがらない

介護者のリフレッシュのための時間が取れない

急激に症状が悪化した場合の緊急受入施設がわからない、またはない

介護する時間がなかなかとれない

認知症の人への対応の仕方がわからない

ご本人の訴えを無視してしまうことがある

介護の方法がわからない

相談できる人がいない

特にない

相談する場所がわからない

認知症を診察してくれる医療機関（診療科）がわからない

わからない

その他

家族や近隣の人などの理解が足りない

徘徊して行方がわからなくなるときがある

思わず手を上げてしまうことがある

無回答

48.4%

33.8%

33.4%

33.3%

32.0%

31.9%

23.7%

19.0%

13.3%

10.4%

9.4%

9.3%

7.7%

7.2%

7.1%

5.2%

5.2%

4.7%

4.4%

3.3%

2.8%

2.5%

2.4%

11.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

精神的に疲れる

緊急時の対応が大変である

介護に要する費用がかかる

腰痛などの身体的負担が大きい

イライラしご本人に怒鳴ってしまうことがある

早朝・夜間・深夜などの対応が大変である

介護を行う側の健康状態が良くない

介護者のリフレッシュのための時間が取れない

急激に症状が悪化した場合の緊急受入施設がわからない、またはない

ご本人が介護サービスを使いたがらない

介護の方法がわからない

ご本人の訴えを無視してしまうことがある

認知症の人への対応の仕方がわからない

相談できる人がいない

介護する時間がなかなかとれない

その他

特にない

相談する場所がわからない

思わず手を上げてしまうことがある

認知症を診察してくれる医療機関（診療科）がわからない

徘徊して行方がわからなくなるときがある

わからない

家族や近隣の人などの理解が足りない

無回答
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（６）在宅医療 

在宅医療を利用してみたいと思いますか。（１つの番号に○） 

在宅医療を「すでに利用している」「利用してみたい」と回答した割合について、事業対

象者・要支援認定者では 27.5％、「軽度」要介護認定者では 33.2％、「重度」要介護認定者

では 45.9％となっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637） 

 

 

すでに在宅医療を利用していると回答した方のみ、お答えください。 

在宅医療で対応できず困ったことは何ですか。（あてはまるすべての番号に○）  

在宅医療を利用している方が、在宅医療で対応できず困ったことについて、「特にない」

と回答した割合が高く、約７割となっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=29）  
すでに利用している

4.2%

利用してみたい

23.3%

利用したいと思わない

12.6%

わからない

40.1%

無回答

19.8%

すでに利用している

24.5%

利用してみたい

21.4%

利用したいと思わない

14.3%

わからない

24.8%

無回答

15.1%

72.4%

10.3%

6.9%

6.9%

0.0%

0.0%

0.0%

6.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

特にない

その他

夜間の対応で主治医・看護師と連絡が取れなかった

必要な検査ができなかった

病気・状態により主治医が対応できないことがあった（主治医が

みつからなかった）

自宅での生活を希望していたが、やむなく入院してしまった

医師と看護師や介護職の連携がうまくいっていなかった

無回答

すでに利用している

11.1%

利用してみたい

22.1%

利用したいと思わない

12.9%

わからない

37.0%

無回答

16.9%
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■ 「軽度」要介護認定者調査（n=129） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=156） 

 

 

在宅医療を利用していないと回答した方のみ、お答えください。 

在宅医療を利用するとしたら不安を感じることがありますか（あてはまるすべての番号に○） 

在宅医療を利用していない方が在宅医療を利用するとしたら不安に思うこととして、「往

診してくれる医師がどこにいるかわからない」「症状が急変したときの対応に不安がある」

と回答した割合が高くなっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=519） 

 

73.6%

6.2%

6.2%

4.7%

3.9%

2.3%

0.8%

7.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

特にない

必要な検査ができなかった

その他

病気・状態により主治医が対応できないことがあった（主治医

がみつからなかった）

医師と看護師や介護職の連携がうまくいっていなかった

夜間の対応で主治医・看護師と連絡が取れなかった

自宅での生活を希望していたが、やむなく入院してしまった

無回答

67.3%

9.6%

9.0%

6.4%

6.4%

5.1%

3.8%

8.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

特にない

必要な検査ができなかった

病気・状態により主治医が対応できないことがあった（主治医が

みつからなかった）

夜間の対応で主治医・看護師と連絡が取れなかった

その他

自宅での生活を希望していたが、やむなく入院してしまった

医師と看護師や介護職の連携がうまくいっていなかった

無回答

32.9%

27.7%

24.7%

23.5%

12.7%

12.1%

11.4%

5.8%

3.7%

3.5%

10.6%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

往診してくれる医師がどこにいるのかわからない

症状が急変したときの対応に不安がある

かかりつけ医が在宅医療に対応していない

わからない

特にない

検査が十分にできるか不安がある

病気や状態によっては対応できる医師がみつからない

訪問看護の体制が整っていない

医師と看護師や介護職の間で意思疎通が十分ではない

その他

無回答
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■ 「軽度」要介護認定者調査（n=840） 

 
 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=385）  29.5%

26.2%

21.8%

21.5%

13.6%

9.9%

9.5%

6.1%

6.0%

2.9%

12.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

往診してくれる医師がどこにいるのかわからない

症状が急変したときの対応に不安がある

わからない

かかりつけ医が在宅医療に対応していない

特にない

検査が十分にできるか不安がある

病気や状態によっては対応できる医師がみつからない

訪問看護の体制が整っていない

その他

医師と看護師や介護職の間で意思疎通が十分ではない

無回答

31.9%

30.4%

20.0%

17.1%

17.1%

16.4%

12.5%

9.9%

7.8%

4.9%

10.1%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

症状が急変したときの対応に不安がある

往診してくれる医師がどこにいるのかわからない

かかりつけ医が在宅医療に対応していない

検査が十分にできるか不安がある

わからない

病気や状態によっては対応できる医師がみつからない

特にない

訪問看護の体制が整っていない

その他

医師と看護師や介護職の間で意思疎通が十分ではない

無回答
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（７）介護に関する相談先 

あなた（主な介護者）は、介護について誰に相談していますか、または相談していましたか。

（あてはまるすべての番号に○） 

介護に関する相談相手として、「ケアマネジャー」が最も多く、事業対象者・要支援認定

者では 40.3％、「軽度」要介護認定者では 67.5％、「重度」要介護認定者では 74.7％となっ

ています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683） 

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166）  
40.3%

32.2%

23.4%

17.9%

17.3%

15.7%

14.5%

9.4%

6.4%

5.0%

3.2%

2.6%

2.0%

2.0%

1.5%

1.3%

1.2%

0.6%

0.6%

0.6%

0.3%

11.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

ケアマネジャー

配偶者（夫・妻）

娘

兄弟・姉妹

息子

高齢者いきいき安心センター（地域包括支援センター）

医師・歯科医・看護師・薬剤師

友人・知人

そのような人はいない

市役所（支所を含む）・保健福祉センター

職場の人

隣近所の人

子の配偶者

民生委員

自分の親

その他

社会福祉協議会

配偶者の親

町会・自治会

はつらつクラブ（老人クラブ）

県の窓口（保健所など）

無回答

67.5%

31.1%

24.8%

21.9%

20.0%

17.8%

12.6%

9.9%

3.5%

3.3%

3.2%

3.2%

3.0%

2.3%

2.2%

1.7%

0.5%

0.3%

0.3%

0.3%

0.2%

5.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

ケアマネジャー

配偶者（夫・妻）

娘

兄弟・姉妹

息子

医師・歯科医・看護師・薬剤師

友人・知人

高齢者いきいき安心センター（地域包括支援センター）

そのような人はいない

市役所（支所を含む）・保健福祉センター

子の配偶者

隣近所の人

職場の人

その他

自分の親

民生委員

社会福祉協議会

配偶者の親

町会・自治会

県の窓口（保健所など）

はつらつクラブ（老人クラブ）

無回答
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■ 「重度」要介護認定者調査（n=637） 

 

 

（８）配食サービス 

松戸市では、買物・食事の用意が困難な高齢者に食事を届け、安否確認をする配食サービス

を介護保険料の一部を財源として事業者に委託して実施しておりますが、民間の配食サービ

ス事業者が増えていることもあり利用者数は減少傾向です。今後の事業のあり方についてあ

なたはどう考えますか。（１つの番号に○） 

配食サービスについて、「民間の事業者に任せるべき」と回答した割合と、「引き続き、行

政が主となって実施すべき」と回答した割合について拮抗しています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683） 

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166）  
74.7%

28.4%

24.6%

24.5%

20.7%

18.7%

11.5%

7.7%

4.9%

4.4%

4.2%

2.7%

2.5%

2.0%

1.1%

0.9%

0.5%

0.3%

0.3%

0.2%

0.2%

3.6%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

ケアマネジャー

娘

医師・歯科医・看護師・薬剤師

配偶者（夫・妻）

息子

兄弟・姉妹

友人・知人

高齢者いきいき安心センター（地域包括支援センター）

隣近所の人

その他

市役所（支所を含む）・保健福祉センター

そのような人はいない

職場の人

子の配偶者

自分の親

民生委員

社会福祉協議会

町会・自治会

はつらつクラブ（老人クラブ）

配偶者の親

県の窓口（保健所など）

無回答

18.7% 4.7% 32.2% 13.6% 30.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
行政の関わりは最小限にし、民間の事業者に任せるべき

行政が関わる必要はなく、民間の事業者に任せるべき

わからない

無回答

引き続き、行政が主となって実施すべき

19.4% 4.5% 33.2% 11.0% 32.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

行政の関わりは最小限にし、民間の事業者に任せるべき
行政が関わる必要はなく、民間の事業者に任せるべき
わからない
無回答
引き続き、行政が主となって実施すべき
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■ 「重度」要介護認定者調査（n=768） 

 
 

（９）紙おむつ支給事業 

松戸市では、在宅で介護をしている家族を支援するため、紙おむつを支給する事業を実施し

ていますが、高齢者数の増加等により給付費も増え、その財源の一部である介護保険料も引

き上げていくことが見込まれます。今後の事業のあり方についてあなたはどう考えますか。

（１つの番号に○） 

紙おむつを支給する事業について、「現在のサービス水準を見直し事業を継続する」と回

答した割合が最も高く、次いで「現在のサービス水準を維持するため保険料が引き上げられ

てもやむを得ない」となっており、事業の継続を要望する割合が高くなっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683） 

 
 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 
 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=768）  
19.6% 5.5% 33.3% 8.0% 33.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

行政の関わりは最小限にし、民間の事業者に任せるべき

行政が関わる必要はなく、民間の事業者に任せるべき

わからない

無回答

引き続き、行政が主となって実施すべき

17.7% 3.5% 32.4% 26.5% 14.1% 5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在のサービス水準を維持するために保険料負担が引き上げられてもやむを得ない

現在以上にサービスを充実するために、上記１よりもさらに保険料負担が引き上げられてもやむを得ない

現在のサービス水準を見直しし、保険料負担の引き上げを上記１よりも抑え、事業を継続する

わからない

無回答

事業を廃止しても構わない

16.5% 3.5% 33.1% 26.5% 11.7% 8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在のサービス水準を維持するために保険料負担が引き上げられてもやむを得ない

現在以上にサービスを充実するために、上記１よりもさらに保険料負担が引き上げられてもやむを得ない

現在のサービス水準を見直しし、保険料負担の引き上げを上記１よりも抑え、事業を継続する

わからない

無回答

事業を廃止しても構わない

25.3% 5.2% 36.3% 19.0% 6.9% 7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在のサービス水準を維持するために保険料負担が引き上げられてもやむを得ない

現在以上にサービスを充実するために、上記１よりもさらに保険料負担が引き上げられてもやむを得ない

現在のサービス水準を見直しし、保険料負担の引き上げを上記１よりも抑え、事業を継続する

わからない

無回答

事業を廃止しても構わない



第３章 調査の結果 「16. ご本人（あて名の方）に対する介護の実施状況について」 

206 

 

（10）家族介護に関する講座 

松戸市では「はじめての介護講座」など家族介護に関する講座を開催しています。家族介護

に関する講座について知っていましたか。（どちらかに○） 

はじめての介護講座」など家族介護に関する講座についての認知度は、約 15％程度となっ

ています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 
 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637） 

 

 

家族介護に関する講座について参加してみたいと思いますか。（１つに○） 

家族介護に関する講座についての参加意向は、約４割程度となっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637）   

知っていた

15.5%

知らなかった

70.6%

無回答

13.9%

知っていた

15.1%

知らなかった

77.1%

無回答

7.8%

参加したことがある

2.0%

参加してみたいと思う

42.3%

参加してみたいと思わない

35.9%

無回答

19.8%

参加したことがある

3.0%

参加してみたいと思う

34.7%

参加してみたいと思わない

47.9%

無回答

14.4%

知っていた

11.8%

知らなかった

74.9%

無回答

13.3%

参加したことがある

1.5%

参加してみたいと思う

38.8%

参加してみたいと思わない

42.5%

無回答

17.2%
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「介護者のつどい」は市内各地にある介護をしている人が交流する場となります。「介護者

のつどい」について知っていましたか。（どちらかに○） 

「介護者のつどい」の認知度については、約 10％程度となっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637） 

 

 

「介護者のつどい」について参加してみたいと思いますか。（１つに○） 

「介護者のつどい」への参加意向については、約３割程度となっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637）   

知っていた

11.7%

知らなかった

75.0%

無回答

13.3%

知っていた

14.4%

知らなかった

77.7%

無回答

7.8%

参加したことがある

0.9%

参加してみたいと思う

29.9%

参加してみたいと思わない

48.5%

無回答

20.8%

参加したことがある

1.4%

参加してみたいと思う

28.9%

参加してみたいと思わない

55.1%

無回答

14.6%

知っていた

10.4%

知らなかった

78.0%

無回答

11.7%

参加したことがある

1.1%

参加してみたいと思う

31.3%

参加してみたいと思わない

50.7%

無回答

16.9%
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「介護者のつどい」にはどのようなことを望みますか。（あてはまるすべての番号に○） 

「介護者のつどい」に期待することとして「介護の情報」や「医療の情報」などが多くなっ

ており、情報提供の場としての役割が求められています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）       ■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166） 

 

 

■ 「重度」要介護認定者調査（n=637）   

50.5%

43.3%

16.1%

17.9%

18.6%

3.7%

27.1%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

介護の情報

医療の情報

ピアサポート（同じ立場にあ

る人との交流）

悩みや愚痴を聞いてもらう

リフレッシュ

その他

無回答

47.1%

34.7%

21.4%

20.3%

19.3%

6.1%

25.6%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

介護の情報

医療の情報

リフレッシュ

悩みや愚痴を聞いてもらう

ピアサポート（同じ立場に

ある人との交流）

その他

無回答

50.0%

38.2%

20.8%

18.9%

17.7%

5.7%

26.6%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

介護の情報

医療の情報

悩みや愚痴を聞いてもらう

ピアサポート（同じ立場に

ある人との交流）

リフレッシュ

その他

無回答
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（11）高齢者向けのサービスや医療機関等の情報を収集するための手段 

高齢者向けのサービスや医療機関等の情報を収集するための手段として「広報まつど」が最

も多く、７割以上となっており、次いで「生活カタログ」となっています。 

■ 事業対象者・要支援認定者調査（n=683）  

 

 

■ 「軽度」要介護認定者調査（n=1,166）  
73.4%

32.8%

28.0%

16.7%

8.3%

7.6%

7.0%

6.1%

4.0%

3.5%

1.3%

11.1%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

広報まつど（毎月１日及び１５日に発行されている情報誌）

生活カタログ（全戸配布されている行政情報が掲載されている冊子）

松戸市公式ホームページ

まつど医療機関マップ（市内の医療機関・薬局等の情報が掲載されている冊子）

介護なび・まつど（介護保険サービス事業所等の情報が掲載され、市の窓口等で配

布されている冊子）

いずれも知らない

ながいき手帳（市独自の高齢者向けサービス（福祉・介護・保健等の施策）が掲載

されている冊子）

市内の訪問診療の対応が可能な医療機関や介護保険サービス事業所を地図等から検

索できる、市ホームページにある松戸市在宅医療・介護事業者情報検索システム

松戸市医師会かかりつけ医療機関ハンドブック（各かかりつけ医が得意としている

病気、外来診療と往診、訪問診療に対応しているかが掲載されている冊子）

松戸歯科医師会のホームページ

その他

無回答

70.7%

32.2%

25.3%

13.4%

9.7%

6.3%

6.1%

5.2%

2.9%

2.1%

2.1%

10.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

広報まつど（毎月１日及び１５日に発行されている情報誌）

生活カタログ（全戸配布されている行政情報が掲載されている冊子）

松戸市公式ホームページ

まつど医療機関マップ（市内の医療機関・薬局等の情報が掲載されている冊子）

いずれも知らない

介護なび・まつど（介護保険サービス事業所等の情報が掲載され、市の窓口等で配

布されている冊子）

市内の訪問診療の対応が可能な医療機関や介護保険サービス事業所を地図等から検

索できる、市ホームページにある松戸市在宅医療・介護事業者情報検索システム

ながいき手帳（市独自の高齢者向けサービス（福祉・介護・保健等の施策）が掲載

されている冊子）

松戸市医師会かかりつけ医療機関ハンドブック（各かかりつけ医が得意としている

病気、外来診療と往診、訪問診療に対応しているかが掲載されている冊子）

松戸歯科医師会のホームページ

その他

無回答
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■ 「重度」要介護認定者調査（n=637） 

  75.5%

35.8%

25.0%

15.7%

10.0%

8.9%

6.8%

6.1%

4.4%

2.7%

1.7%

6.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

広報まつど（毎月１日及び１５日に発行されている情報誌）

生活カタログ（全戸配布されている行政情報が掲載されている冊子）

松戸市公式ホームページ

まつど医療機関マップ（市内の医療機関・薬局等の情報が掲載されている冊子）

介護なび・まつど（介護保険サービス事業所等の情報が掲載され、市の窓口等で配

布されている冊子）

いずれも知らない

市内の訪問診療の対応が可能な医療機関や介護保険サービス事業所を地図等から検

索できる、市ホームページにある松戸市在宅医療・介護事業者情報検索システム

ながいき手帳（市独自の高齢者向けサービス（福祉・介護・保健等の施策）が掲載

されている冊子）

松戸市医師会かかりつけ医療機関ハンドブック（各かかりつけ医が得意としている

病気、外来診療と往診、訪問診療に対応しているかが掲載されている冊子）

松戸歯科医師会のホームページ

その他

無回答




